
一
　
先
行
研
究
と
問
題
提
起

　
「
陛
、
天
子
階
な
り
（
陛
、
天
子
階
也
）」（『
玉
篇
』）、
す
な
わ
ち
、「
陛
」
は
天

子
の
階
段
で
あ
り
、
天
子
の
身
分
を
示
す
空
間
施
設
で
あ
り
、
天
子
と
関
わ
る
空
間

に
設
け
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
「
天
子
階
」（
陛
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
『
新
書
』「
階
級
」
に
あ
る
「
天
子
は
堂
の
如
き
、
群
臣
は
陛
の
如
き
、
衆
庶
は
地

の
如
し
（
天
子
如
堂
、群
臣
如
陛
、衆
庶
如
地
）」（

１
）

と
い
う
よ
う
に
、「
陛
」
は
「
堂
」

と
「
地
」
の
間
に
あ
る
立
体
施
設
で
あ
り
、「
堂
」
と
「
地
」
の
上
下
の
高
さ
の
違

い
を
媒
介
し
、
両
者
を
連
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
天
子
は
「
堂
」
の
よ

う
に
高
い
処
に
存
在
し
、平
民
は「
地
」の
よ
う
に
低
い
処
に
存
在
す
る
の
で
あ
る（

２
）。

官
吏
は
天
子
と
平
民
の
間
に
い
る
媒
介
で
あ
り
、
天
子
と
平
民
を
連
結
す
る
「
陛
」

の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。「
陛
」
と
い
う
空
間
施
設
を
通
し
て
「
堂
」
と
「
地
」
の

上
下
関
係
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
陛
」
を
設
け
る
可
視
的
な
空
間
に
お

い
て
、
天
子
・
官
吏
・
平
民
の
関
係
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

且
つ
ま
た
、
後
漢
の
蔡
邕
『
独
断
』
に
は
次
の
よ
う
な
関
係
記
録
が
あ
る
。

漢
天
子
の
正
号
は
「
皇
帝
」
と
曰
う
。
自
ら
称
し
て
「
朕
」
と
曰
う
。
臣
民
は

之
を
称
し
て
「
陛
下

4

4

」
と
曰
う
。
其
の
言
は
「
制
詔
」
と
曰
い
、
史
官
事
を
記

す
る
に
「
上
」
と
曰
う
。

  

（
漢
天
子
正
號
曰
「
皇
帝
」、自
稱
曰
「
朕
」、臣
民
稱
之
曰
「
陛
下
」、其
言
曰
「
制

詔
」、
史
官
記
事
曰
「
上
」。）（

３
）

　

こ
れ
に
よ
り
、「
陛
下
」
は
臣
民
の
皇
帝
に
対
す
る
尊
称
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
う
え
、
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「
陛
、
天
子
階
な
り
。（
陛
、
天
子
階
也
。）」（『
玉
篇
』）
先
秦
時
代
に
お
け
る
「
陛
」
は
天

子
専
用
の
施
設
で
は
な
か
っ
た
が
、
秦
漢
時
代
に
入
り
、「
陛
」
は
皇
帝
と
関
わ
る
空
間
に
の

み
設
け
ら
れ
る
「
天
子
階
」
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
共
に
、
複
雑
に
な
り
、
多
様
化
し
た
。

　

古
代
中
国
の
儀
礼
空
間
の
な
か
で
、
階
を
通
し
て
身
分
を
区
別
し
権
力
を
強
調
す
る
。
そ
の

階
は
間
違
い
な
く
見
過
ご
せ
な
い
研
究
対
象
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
秦
漢
時
代
の
皇
帝
制
度
を

理
解
す
る
に
は
、
皇
帝
と
関
わ
る
「
天
子
階
」（
陛
）
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
は
空

間
と
い
う
視
角
よ
り
、「
天
子
階
」（
陛
）
と
い
う
施
設
に
着
目
し
、
秦
漢
時
代
に
お
け
る
「
天

子
階
」（
陛
）
は
ど
の
よ
う
な
構
造
が
あ
っ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
て
い
た
か
、
ど

の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た
か
、
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

　

史
料
に
基
づ
き
、
考
古
学
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
合
わ
せ
て
分
析
し
た
結
果
は
、
秦
漢
帝
国

の
「
天
子
階
」（
陛
）
は
「
墄
」・「
平
」
両
陛
の
特
徴
を
持
ち
、「
重
軒
三
階
」
お
よ
び
二
十
七

級
で
設
け
ら
れ
、「
堂
塗
」
で
「
陛
」・「
廷
」
空
間
を
繋
ぎ
、「
周
旋
」
的
な
空
間
を
築
い
た
も

の
で
あ
る
。
後
世
の
朝
廷
に
お
け
る
「
陛
」
に
影
響
を
与
え
た
原
点
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

こ
の
「
天
子
階
」
は
皇
帝
の
身
分
と
「
権
威
」
を
強
調
し
、
秦
漢
帝
国
の
天
子
制
度
・
官
吏

制
度
を
表
現
し
た
。
し
か
も
、秦
漢
時
代
の
「
階
級
」
意
識
も
こ
の
空
間
構
造
で
表
現
さ
れ
た
。

こ
れ
は
空
間
と
い
う
可
視
的
な
次
元
に
お
い
て
、
中
国
の
皇
帝
制
度
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

秦
漢
時
代
に
お
け
る
「
天
子
階
」（
陛
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

構
造
・
機
能
と
そ
の
変
遷
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天
子
に
は
必
ず
近
臣
の
兵
を
執
り
て
陛
側
に
陳つ

ら

な
り
、
以
て
不
虞
を
戒い

ま
しむ

る
あ

り
。
群
臣
は
天
子
に
言も

う

す
に
、
敢
え
て
天
子
を
指
斥
せ
ず
、
故
に
陛
下

4

4

に
在
る

者
を
呼
び
て
之
に
告
ぐ
。
卑
に
因
り
て
尊
に
達
す
る
の
意
な
り
。
上
書
も
亦
た

之
の
如
し
。

 

（
天
子
必
有
近
臣
、
執
兵
立
於
陛
側
、
以
戒
不
虞
。
群
臣
与
天
子
言
、
不
敢
指

斥
、
故
呼
在
陛
下
者
而
告
之
、
因
卑
達
尊
之
意
。
上
書
亦
如
之
。）（

４
）

　

こ
こ
か
ら
「
陛
下
」
は
、
陛
下
に
お
い
て
「
天
子
の
警
護
に
当
た
る
者
を
さ
し
、

臣
下
が
奏
聞
や
上
表
の
際
、
そ
れ
ら
の
警
護
者
を
呼
び
、
取
り
次
い
で
も
ら
っ
た
こ

と
か
ら
生
じ
た
名
称
」（

５
）

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
陛
下
に
在

る
者
（
在
陛
下
者
）」
を
「
陛
下
」
と
称
す
る
こ
と
を
通
し
て
、「
陛
」
の
上
に
い
る

「
天
子
」
を
示
し
た
。
皇
帝
の
尊
称
で
あ
る
「
陛
下
」
は
空
間
構
造
と
し
て
の
「
陛
」

と
深
く
関
わ
る
と
い
え
る
。

　

更
に
、『
説
文
解
字
』
に
は
「
階
は
陛
な
り
（
階
、
陛
也
）」（

６
）

及
び
「
陛
は
高
き

に
昇
る
階
な
り
（
陛
、
升
高
階
也
）」（

７
）

と
あ
り
、『
独
断
』
に
は
「
陛
は
階
な
り
。

由
り
て
堂
に
昇
る
所
な
り
（
陛
、
階
也
。
所
由
升
堂
也
）」（

８
）

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
陛
」
の
本
義
は
階
段
で
あ
る
。「
天
子
階
」
と
し
て
の
「
陛
」
は
天
子
と
関
わ
る
空

間
に
あ
る
重
要
な
施
設
で
あ
ろ
う
。

　

秦
漢
時
代
に
入
り
、
中
国
で
は
皇
帝
制
度
が
た
て
ら
れ
、「
皇
権
」
を
表
す
存
在

も
新
制
度
の
構
築
と
共
に
現
れ
た
。
秦
漢
時
代
で
は
、
①
日
常
業
務
、
②
政
令
伝
達
、

③
儀
礼
空
間
、
の
機
能
を
持
つ
場
と
し
て
の
朝
廷
空
間
も
整
備
さ
れ

（
９
）、

こ
こ
は

国
の
政
治
の
中
核
の
場
所
に
な
っ
た
。こ
の
空
間
の
中
で
、空
間
に
あ
る
位
置
に
よ
っ

て
身
分
を
区
別
し
、
儀
礼
に
基
づ
き
、
国
の
管
理
を
実
施
し
た
。
こ
の
朝
廷
空
間
の

中
に
お
い
て
、上
下
空
間
を
区
別
す
る
役
割
を
果
た
す
の
は
「
天
子
階
」
で
あ
ろ
う
。

　

残
念
な
が
ら
、
現
段
階
に
お
い
て
、「
天
子
階
」
を
特
定
テ
ー
マ
と
し
て
総
合
的

に
検
討
し
た
研
究
成
果
は
ま
だ
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
、宮
城
・

殿
の
構
造
を
検
討
し
た
先
行
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、「
天

子
階
」
と
か
か
わ
る
内
容
が
あ
る
が
、
検
討
不
足
の
と
こ
ろ
や
検
討
し
て
い
な
い
疑

問
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
陳
蘇
鎮
は
未
央
宮
前
殿
の
構
造
を
詳
し
く
分
析
し
、
前
殿
の
殿
陛
に
も

言
及
し
、
考
古
学
の
発
掘
成
果
に
基
づ
い
て
未
央
宮
の
前
殿
の
正
階
は
東
西
両
陛
と

判
断
し
た
が

（
10
）、

前
殿
の
殿
陛
の
特
徴
お
よ
び
変
遷
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
劉
敦
楨
も
、
未
央
宮
前
殿
の
正
階
は
東
西
両
陛
で
あ
る
と
指
摘
し
た

が
（
11
）、

未
央
宮
前
殿
に
対
す
る
分
析
で
は
、
前
殿
の
殿
陛
の
機
能
と
そ
の
特
徴
を

探
究
し
て
い
な
い
。
楊
鴻
勛
は
、
陳
蘇
鎮
と
劉
敦
楨
の
主
張
と
は
異
な
り
、
未
央
宮

前
殿
の
正
階
は
三
つ
あ
り
（
図
１
）、
皇
后
の
正
殿
で
あ
る
椒
房
殿
の
正
階
は
二
つ

あ
る
（
図
２
）
と
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
、
詳
細
な
構
造
図
を
作
成
し
、
具
体
的
な

未
央
宮
の
宮
殿
の
構
造
を
示
し
た

（
12
）。

し
か
し
、
楊
鴻
勛
の
説
に
お
い
て
、
未
央

宮
前
殿
の
正
階
は
な
ぜ
三
つ
あ
る
か
、と
い
う
問
題
を
論
述
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
李
毓
芳
は
発
掘
調
査
に
基
づ
き
、
未
央
宮
の
空
間
構
造
に
つ
い
て
総
合

的
に
検
討
し
、
前
殿
の
台
基
の
高
低
差
ま
で
も
調
べ
た

（
13
）。

李
毓
芳
の
研
究
の
重

要
な
と
こ
ろ
は
、
発
掘
調
査
の
結
果
か
ら
、
未
央
宮
前
殿
に
お
け
る
南
・
中
・
北
三

殿
の
遺
跡
の
台
基
の
高
低
差
を
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
殿
の
殿
陛
の
構
造
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
が
、
殿
陛
の
研
究
の
た
め
に
前
殿
に
関
す
る
考
古
学
の
調

査
結
果
を
提
供
し
た
。
そ
の
結
果
が
あ
る
た
め
、
未
央
宮
の
前
殿
の
「
陛
」
に
つ
い

て
、
史
料
と
考
古
学
の
成
果
の
対
比
的
な
検
討
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
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こ
れ
ら
の
数
少
な
い
「
天
子
階
」（
陛
）
に
関
す
る
先
行
研
究
か
ら
、
以
下
の
問

題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ら
は
前
殿
（
朝
廷
空
間
の
核
心

的
な
建
築
物
）
に
設
け
ら
れ
る
「
陛
」
は
、
①
ど
の
よ
う
な
施
設
で
あ
っ
た
か
、
②

ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た
か
、
③
ど
の
よ
う
な
機
能
を
も
っ
て
い
た
か
、
④
ど
の

よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
以
上
の
問
題
点
を

持
ち
、
本
稿
で
は
こ
の
「
天
子
階
」
に
関
す
る
先
行
研
究
を
参
考
に
し
、
秦
漢
時
代

に
限
定
し
（
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
先
秦
時
代
の
「
陛
」
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
）、
朝
廷
空
間
に
あ
る
前
殿
の
「
天
子
階
」
に
着
目
し
、
そ
の
構
造
と
特
徴
、

機
能
お
よ
び
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二
　「
天
子
階
」（
陛
）
の
形
成

　

秦
漢
時
代
の
「
天
子
階
」（
陛
）
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
形
成
に
つ
い

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
先
秦
時
代
の
「
陛
」
の
記
録
よ
り
「
天
子
階
」

（
陛
）
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
、
と
い
う
問
題
を
究
明
し
て
み
よ
う
。

　
『
墨
子
』「
備
城
門
」（

14
）

に
は
「
陛4

高
さ
二
尺
五
寸
、
広
さ
長
さ
お
の
お
の
三
尺
、

遠
さ
広
さ
お
の
お
の
六
尺
（
陛
高
二
尺
五
寸
、
廣
長
各
三
尺
、
遠
廣
各
六
尺
）」
と

あ
り
、
更
に
「
城
上
に
五
十
歩
ご
と
に
陛4

一
道
、
高
さ
二
尺
五
寸
、
長
さ
十
歩
（
城

上
五
十
歩
一
道
陛
、
高
二
尺
五
寸
、
長
十
歩
）」（

15
）

と
あ
る
。
ま
た
、『
墨
子
』「
備

穴
」
に
は
「
陛4

と
石
を
造
ら
ず
、
懸
け
る
陛4

を
以
て
上
下
し
出
入
り
す
る
（
勿
為
陛

與
石
、
以
縣
陛
上
下
出
入
）」（

16
）

と
あ
る
。『
墨
子
』
に
あ
る
「
陛
」
の
記
録
に
よ
っ

て
先
秦
時
代
に
お
い
て
は
「
陛
」
が
階
段
を
指
す
と
い
う
こ
と
が
判
る
。
一
般
の
城

門
で
も
「
陛
」
を
使
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
陛
」
は
ま
だ
天
子
空
間
の
施
設
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
先
秦
時
代
の
後
期
に
は
、「
陛
」
は
す
で
に
君
主
の
「
朝
」
空
間
と
関

図１　漢長安城の未央宮前殿復元構想図
出所：楊鴻勛『宮殿考古通論』（紫禁城出版社、2001年）235頁

図２　漢長安城の未央宮椒房殿復元構想図
出所：�楊鴻勛『宮殿考古通論』（紫禁城出版社、2001年）
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わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、『
楚
辞
』「
大
招
」に
は「
傑す

ぐ
りを

挙
げ
、陛4

に
圧
す（
挙

傑
圧
陛
）」（

17
）

と
あ
り
、『
慎
子
』「
慎
子
逸
文
」
に
は
「
能
く
万
鐘
の
祿
を
朝
陛4

に

辞
す
（
能
辭
萬
鐘
之
祿
於
朝
陛
）」（

18
）

と
あ
る
。『
戦
国
策
』
燕
策
・
燕
三
に
も
、

秦
王
は
之
を
聞
き
大
い
に
喜
び
、
乃
ち
朝
服
し
て
九
賓
を
設
け
、
燕
の
使
者
を

咸
陽
宮
に
見
る
。
荊
軻
は
樊
於
期
の
頭
の
函
を
奉
ず
。
而し

か
るに

秦
武
陽
は
地
図
の

匣
を
奉
ず
。
次
を
以
て
進
み
陛
下

4

4

に
至
る
や
、
秦
武
陽
色
変
じ
、
振
恐
す
。
群

臣
之
を
怪
し
む
。

 

（
秦
王
聞
之
、
大
喜
。
乃
朝
服
、
設
九
賓
、
見
燕
使
者
咸
陽
宮
。
荊
軻
奉
樊
於

期
頭
函
、
而
秦
武
陽
奉
地
圖
匣
、
以
次
進
至
陛
下
、
秦
武
陽
色
変
振
恐
、
群
臣

怪
之
。）（

19
）

と
い
う
記
録
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
ま
た
、『
戦
国
策
』
秦
策
・
秦
五
に
は
秦
の
公
子
子
楚
（
原
名
異
人
、
後

の
秦
の
荘
襄
王
、始
皇
帝
の
父
）
が
自
身
の
父
で
あ
る
当
時
の
秦
王
（
秦
の
孝
文
王
）

を
「
陛
下
」
と
称
し
た
記
録
が
あ
る

（
20
）。

こ
れ
が
「
陛
下
」
を
君
主
の
呼
称
と
し

た
初
見
で
あ
る
。
こ
の
時
期
よ
り
、「
陛
下
」は
戦
国
秦
の
君
主
専
用
の
呼
称
に
な
っ

た
（
21
）。

そ
れ
と
同
時
に
、「
陛
」
は
君
主
空
間
に
あ
る
施
設
と
し
て
設
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
秦
漢
時
代
に
入
り
、「
陛
」
は
皇
帝
の
空
間
に
も
設
け
ら
れ
た
。

晋
の
摯
虞
『
決
疑
要
注
』
に
は
「
凡
そ
大
殿
は
乃
ち
陛
あ
り
、
堂
は
則
ち
階
あ
り
陛

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

無
き

4

4

な
り
（
凡
大
殿
乃
有
陛
、
堂
則
有
堦
無
陛
也
）」（

22
）

と
あ
る
。
明
ら
か
に
「
陛
」

は
大
殿
の
施
設
に
な
り
、
一
般
的
な
堂
に
は
す
で
に
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
記

し
た
。
そ
の
う
え
、『
史
記
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』な
ど
の
秦
漢
史
料
に
お
い
て
、「
陛
」

は
皇
帝
空
間
に
の
み
現
れ
た

（
23
）。

現
状
で
は
、
他
の
空
間
に
設
け
ら
れ
た
記
録
は

未
だ
見
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
「
陛
」
が
皇
帝
空
間
に
の
み
設
け
ら

れ
た
と
は
断
言
で
き
る
の
か
。
秦
漢
史
料
の
中
に
「
陛
」
は
皇
帝
と
無
関
係
な
空
間

に
現
れ
た
記
録
は
一
条
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
偶
然
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
は
「
陛

下
」
と
い
う
呼
称
は
秦
漢
皇
帝
お
よ
び
「
臨
朝
」
皇
太
后
の
専
称

（
24
）

に
な
っ
た
こ

と
に
深
く
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
独
断
』
の
言
う
よ
う
に
、「
陛
下
」
は
、
陛
の
下
に
お
い
て
「
天
子
の
警
護
に
当

た
る
者
を
さ
し
、
臣
下
が
奏
聞
や
上
表
す
る
際
、
そ
れ
ら
の
警
護
者
を
呼
び
、
取
り

次
い
で
も
ら
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
名
称
」（

25
）

で
あ
る
た
め
、
間
違
い
な
く
「
陛
」

と
い
う
施
設
に
深
く
関
わ
る
の
で
あ
る
。「
陛
」
と
深
く
関
わ
る
「
陛
下
」
は
既
に

皇
帝
・「
臨
朝
」
皇
太
后
の
専
称
に
な
っ
た
。
故
に
、
身
分
を
明
示
す
る
た
め
に
は
、

「
陛
」
は
皇
帝
空
間
以
外
の
と
こ
ろ
に
設
け
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
陛
」
は
皇

帝
空
間
の
専
用
の
施
設
に
な
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
そ
の
た
め
、『
玉
篇
』
に
お
い

て
「
陛
」
を
「
天
子
階
」
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
陛
」
が
天
子
専
用
の

表
れ
で
あ
ろ
う
。

　
「
陛
」
の
天
子
専
用
化
に
従
い
、
秦
漢
時
代
の
「
陛
」
の
構
造
と
機
能
は
変
化
し

て
い
た
。
そ
こ
で
次
に
「
陛
」
と
い
う
「
天
子
階
」
の
構
造
の
変
遷
と
機
能
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

三
　
先
秦
の
「
両
階
」
構
造
を
継
承
し
た
秦
漢
の
「
陛
」

　
「
凡
そ
大
殿
は
乃
ち
陛
あ
り（
凡
大
殿
乃
有
陛
）」（『
決
疑
要
注
』）と
い
う
よ
う
に
、

秦
漢
時
代
、「
陛
」
は
す
で
に
大
殿
の
必
要
構
造
に
な
っ
た
。
大
殿
は
皇
帝
の
関
係

す
る
空
間
で
あ
り
、
秦
漢
帝
国
の
代
表
的
な
大
殿
は
正
朝
と
す
る
前
殿
で
あ
る
。
前

殿
は
朝
廷
空
間
の
中
心
構
造
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
史
記
』「
秦
始
皇

本
紀
」
に
は
、「
乃
ち
朝
宮
を
渭
南
の
上
林
苑
中
に
営
作
し
、
先
ず
前
殿

4

4

阿
房
を
作
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る
（
乃
營
作
朝
宮
渭
南
上
林
苑
中
。
先
作
前
殿
阿
房
）」（

26
）

と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
秦

代
に
は
、前
殿
は
間
違
い
な
く
朝
廷
空
間
の
核
心
的
な
構
造
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、『
史
記
』「
高
祖
本
紀
」に「
未
央
宮
成
。
高
祖
諸
侯
群
臣
を
大
朝
し
、酒（
宴
）

を
未
央
前
殿

4

4

に
置お

か

す
（
未
央
宮
成
。
高
祖
大
朝
諸
侯
羣
臣
、
置
酒
未
央
前
殿
）」（

27
）

と
あ
る
。
こ
の
記
録
に
よ
り
、
前
殿
は
未
央
宮
の
大
朝
会
を
行
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、

最
も
重
要
な
建
築
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

更
に
、
未
央
宮
の
前
殿
は
正
朝
の
と
こ
ろ
で
あ
る

（
28
）

た
め
、
前
殿
は
「
陛
」
の

設
け
る
建
物
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
う
え
、前
殿
の
「
陛
」
の
構
造
、特
に
「
陛
」

の
正
階

（
29
）

の
構
造
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た
か
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き

た
か
、
と
い
う
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
先
秦
時
代
の
君

主
の
正
殿
の
正
階
に
遡
っ
て
検
討
し
て
み
る
。

　
『
大
戴
禮
記
』「
朝
事
」
に
は
「
天
子
南
郷
し
て
諸
侯
に
見
ゆ
（
天
子
南
鄉
見
諸

侯
）」（

30
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
周
天
子
が
南
に
向
い
て
諸
侯
を
会
見
し
た
記
録
で
あ
る
。

ま
た
、『
申
鑒
』「
時
事
」
に
も
「
天
子
は
南
面
し
天
下
を
聴
き
、
明
に
向
い
て
治
め

る
（
天
子
南
面
聽
天
下
、
嚮
明
而
治
）」（

31
）

と
あ
る
た
め
、
先
秦
時
代
の
君
主
の
正

殿
の
正
階
は
南
に
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

　

先
秦
時
代
、正
殿
の
南
に
あ
る
階
は「（
東
西
）両
階
」構
造
で
あ
っ
た
。『
儀
礼
』「
覲

礼
」
に
は
天
子
に
拝
謁
す
る
儀
礼
に
つ
い
て
の
記
録
が
あ
る
。
こ
の
記
録
の
中
に
明

白
に
「
両
階
」
の
一
つ
の
「
西
階
」
と
記
述
し
て
い
る
。

中
庭

4

4

…
…
侯
氏
は
西
階

4

4

よ
り
降
り
て
、
東
面
し
宰
幣
を
授
け
ら
れ
、
西
階
の
前

4

4

4

4

で
再
拝
稽
首
す
。
馬
を
以
て
出
づ
。
人
に
授
け
、
九
馬
之
に
従
う
。
事
畢
る
。

 

（
中
庭
…
…
侯
氏
降
自
西
階
、
東
面
授
宰
幣
、
西
階
前
再
拝
稽
首
、
以
馬
出
、

授
人
、
九
馬
隨
之
。
事
畢
。）（

32
）

　

こ
こ
に
「
中
庭
」・「
西
階
」
の
空
間
構
造
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
中
庭
」
は
「
階
」

を
通
し
て
階
の
上
に
あ
る
空
間
と
繋
が
っ
て
い
る
。「
西
階
」が
存
在
し
て
い
る
た
め
、

階
は
一
つ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、『
尚
書
』「
周
書
・
顧
命
」
に
は

二
人
雀
弁
し
、
惠
を
執
り
、
畢ひ

つ
も
ん門

の
内
に
立
つ
。
四
人
綦
弁
し
、
戈
を
執
り
て

刃
を
上つ

け
、
両
階

4

4

の
戺
を
挟
ん
で
た
つ
。

 

（
二
人
雀
弁
、
執
惠
、
立
于
畢
門
之
内
。
四
人
綦
弁
、
執
戈
上
刃
、
夾
両
階

戺
。）（

33
）

と
あ
り
、「
両
階
」
が
明
白
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
「
路
寝
の
門
、
も
う
一
つ
の
名
は
畢
門
（
路
寝
門
、
一
名
畢
門
）」
と
い
う
孔
伝
の

注
釈
に
よ
り
、
こ
の
条
が
路
寝
を
中
心
と
す
る
空
間
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

「
畢
門
」
は
「
路
寝
」
の
正
門
で
あ
る
。「
路
寝
」
は
君
主
の
正
室

（
34
）

で
あ
り
、
聴

政
の
場

（
35
）

で
も
あ
る
。
唐
代
の
『
通
典
』
に
は
「
紫
宸
殿
は
、（
即
ち
）
漢
の
前
殿
、

周
の
路
寢
な
り
（
紫
宸
殿
者
、
漢
之
前
殿
、
周
之
路
寢
）」（

36
）

と
あ
り
、
周
代
の
「
路

寝
」
と
漢
代
の
「
前
殿
」
は
正
朝
の
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
故

に
、「
前
殿
」
は
「
路
寝
」
の
構
造
の
特
徴
に
影
響
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

更
に
、『
尚
書
』「
顧
命
」
の
「
両
階
」
は
「
路
寝
」
の
南
に
あ
る
階
を
指
す
。
天

子
に
拝
謁
す
る
と
き
、「
側
階
」
で
は
な
く
、
正
面
に
あ
る
階
を
昇
る
の
が
礼
儀
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、「
西
階
」
は
「
側
階
」
に
属
し
て
お
ら
ず
、
正
面
に
あ
る
階
に

相
違
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
正
面
に
あ
る
階
は
「
西
階
」
と
「
東
階
」
の
「
両
階
」

が
あ
る
。
こ
の
「
両
階
」
は
「
畢
門
」
に
向
い
て
い
る
。
こ
の
「
両
階
」
は
殯
礼
を

行
う
と
き
、「
賓
階
」・「
阼
階
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
『
史
記
』「
孔
子
世
家
」
お
よ
び
『
説
文
解
字
』
の
記
録
に
は
こ
の
両
階
に
関
わ
る

記
述
が
あ
る
。
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夏
人
は
東
階

4

4

に
殯
し
、周
人
は
西
階

4

4

に
（
殯
し
）、殷
人
は
両
柱
の
間
に
（
殯
す
）。

（
夏
人
殯
於
東
階
、
周
人
於
西
階
、
殷
人
兩
柱
閒
。）（

37
）

夏
後
は
阼
階

4

4

（
38
）

に
殯
し
、
殷
人
は
両
楹
の
間
に
殯
し
、
周
人
は
賓
階

4

4

に
殯
す
。

（
夏
后
殯
於
阼
階
、
殷
人
殯
於
兩
楹
之
閒
、
周
人
殯
於
賓
階
。）（

39
）

　

こ
の
二
条
を
比
較
す
る
と
、「
阼
階
」
は
「
東
階
」
で
あ
り
、「
賓
階
」
は
「
西
階
」

で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

　
『
禮
記
』「
文
王
世
子
」
に
は
「
成
王
は
幼
く
、阼
に
涖
む
こ
と
能
わ
ず
（
成
王
幼
、

不
能
涖
阼
）」と
あ
り
、「
涖
は
視
な
り
、阼
階
を
視み

て
人
君
の
事
を
行
う
能
わ
ず（
涖
、

視
也
、
不
能
視
阼
階
行
人
君
之
事
）」
と
鄭
玄
が
注
釈
を
つ
け
た

（
40
）。『

呂
氏
春
秋
』

「
安
死
」
に
は
「
闕
庭
を
設
け
て
宮
室
と
為
し
、賓
阼

4

4

を
造
り
て
都
邑
の
若ご

と

く
す
（
設

闕
庭
為
宮
室
、
造
賓
阼
也
若
都
邑
）」（

41
）

と
あ
る
た
め
、
宮
城
で
は
「
賓
阼
」
両
階

を
築
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

　

こ
の
南
に
あ
る
東
西
「
両
階
」
に
よ
っ
て
殿
と
「
中
庭
」
が
繋
が
っ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
先
秦
時
代
で
は
、
正
殿
の
正
階
は
南
向
き
で
あ
り
、
更
に
東
西
両
階

を
設
け
る
構
造
で
あ
る
。
で
は
、
秦
漢
時
代
の
前
殿
の
正
階
は
先
秦
時
代
の
両
階
構

造
を
継
承
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
漢
書
』「
王
莽
傳
」
に
は
「
安
漢
公
（
王
莽
）
は
、
摂
に
居
て
祚
を
践ふ

み
、
天
子

の
韍

ひ
ざ
か
け
か
ん
む
り

冕
を
服
し
、戶
牖ま

ど

の
間
に
お
い
て
斧お

の
い依

を
背
に
し
、南
面
し
て
群
臣
を
朝
し
、

政
事
を
聴
く
（
安
漢
公
居
攝
踐
祚
、
服
天
子
韍
冕
、
背
斧
依
於
戶
牖
之
間
、
南
面
朝

群
臣
、
聽
政
事
）」（

42
）

と
あ
る
。
こ
の
条
は
、
安
漢
公
（
王
莽
）
が
天
子
の
代
行
と

な
り
、
天
子
の
服
装
を
着
て
、
朝
廷
に
お
い
て
戸
の
間
で
斧
の
模
様
の
屏
風
を
背
に

し
て
群
臣
た
ち
に
南
向
き
に
対
面
し
て
政
治
を
行
う
こ
と
を
記
録
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
群
臣
は
王
莽
の
南
に
位
置
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
故
に
、
漢
代
の
前
殿
の
正
階

は
南
階
で
あ
る
こ
と
も
断
言
で
き
る
。

　

そ
の
う
え
、
前
殿
の
正
階
の
構
造
に
つ
い
て
、『
漢
書
』「
王
莽
傳
」
に
は
「（
王
）

莽
は
親み

ず
から
前
殿
の
両
階

4

4

4

4

4

の
間
に
お
い
て
迎
え
る
（
莽
親
迎
於
前
殿
兩
階
間
）」（

43
）

と

あ
る
。
こ
れ
は
王
莽
が
未
央
宮
の
前
殿
の
両
階
の
間
で
皇
后
を
迎
え
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
皇
后
を
迎
え
る
こ
と
は
大
礼
の
一
つ
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
の
「
両
階
」
は

前
殿
の
南
の
正
階
を
指
す
こ
と
が
判
る
。

　

ま
た
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
に
よ
っ
て
編
著
さ
れ
た
『
漢
長
安
城
未
央

宮
─
─
１
９
８
０

－

１
９
８
９
年
考
古
発
掘
報
告
』
に
よ
れ
ば
、
未
央
宮
前
殿
の
基

壇
の
南
部
で
は
、
東
段
と
西
段
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
南
北
向
き
の
版
築
さ
れ
た

土
台
の
遺
跡
が
あ
る
。
そ
の
版
築
の
土
台
の
長
さ
は
16
～
26
メ
ー
ト
ル
で
、
幅
は
３

～
４
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
前
殿
の
基
壇
の
南
部
と
繋
が
っ
て
い
る
た
め
、
前

殿
の
南
部
の
殿
に
登
る
「
踏
道
」
と
判
断
さ
れ
た

（
44
）。

史
料
の
記
録
と
合
わ
せ
て

分
析
す
る
と
、
こ
の
二
つ
の
「
踏
道
」
は
前
殿
の
両
階
の
基
壇
の
遺
跡
だ
と
推
定
で

き
る
。

　

更
に
ま
た
、
前
漢
の
長
安
城
に
あ
る
未
央
宮
の
椒
房
殿
も
（
図
３
）、
桂
宮
の
正

殿
も
（
図
４
・
図
５
）「
両
階
」
構
造
で
あ
る
。
桂
宮
は
前
漢
の
武
帝
の
太
初
四
年

（
紀
元
前
一
〇
一
年
）
に
築
か
れ
た
。
桂
宮
の
南
院
で
主
殿
の
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
た
。

宮
殿
の
遺
跡
は
中
心
部
に
あ
り
、
そ
の
東
西
の
両
側
に
は
付
属
建
物
が
あ
る
。
宮
殿

の
南
は
広
い
庭
で
あ
り
、
北
に
は
い
く
つ
か
の
小
さ
い
庭
が
あ
る
。
こ
の
構
造
か
ら

宮
殿
の
正
階
は
南
に
あ
り
、
東
西
両
階
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

（
45
）（

図
４
・
図
５
）。

し
た
が
っ
て
、
未
央
宮
の
椒
房
殿
の
正
階
の
「
両
階
」
構
造
、
お
よ
び
桂
宮
の
主
殿

の
正
階
の
「
両
階
」
構
造
か
ら
、「
両
階
」
は
確
実
に
漢
代
の
主
殿
の
正
階
の
特
徴

と
言
え
る
。
ゆ
え
に
、
秦
漢
時
代
の
「
陛
」
の
正
階
は
先
秦
時
代
の
「
両
階
」
の
特

徴
を
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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四
　「
墄
」・「
平
」
を
持
っ
て
い
る
前
殿
の
正
階

　

未
央
宮
前
殿
の
殿
陛
に
つ
い
て
、
後
漢
の
班
固
は
「
左
墄
右
平
」（『
西
都
賦
』）

と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
、
前
殿
の
南
に
あ
る
二
つ
の
正
階
の
特
徴
を
示
し

て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
左
墄
右
平
」
と
は
ど
の
よ
う
な
構
造
で
、
ど
の
よ

う
な
機
能
を
も
っ
て
い
た
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

　
『
説
文
解
字
』
に
「
殿
は
堂
の
高
大
な
る
も
の
な
り
（
殿
、
堂
之
高
大
者
也
）」
と

あ
る
た
め
、
堂
は
殿
の
前
身
と
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
堂
と
殿
の
構
造
は
全
く
同
じ

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
前
漢
の
劉
歆
『
七
略
』
に
は
「
王
者
の
宮
の

中
、
必
ず
墄
を
左
に
し
、
平
を
右
に
す
（
王
者
宮
中
、
必
左
墄
而
右
平
）」（

46
）

と
あ
り
、

晋
の
摯
虞
『
決
疑
要
注
』
に
は
「
凡
そ
大
殿
は
乃
ち
陛
あ
り
、
堂
は
則
ち
階
あ
り
陛

無
き
な
り
。
左4

墄4

右
平

4

4

は
…
…
墄4

は
階
級
と
為
す

4

4

4

4

4

4

な
り
。
九
錫
の
礼
、
納
陛

（
47
）

を

図３　未央宮の椒房殿の考古発掘平面図を元に筆者加筆
原図の出所：�中国社会科学院考古研究所編著『中国考古学　秦漢巻』

（中国社会科学出版社、2010年）189頁

図４　�桂宮の南院宮殿（二号）建築遺跡俯瞰図を
元に筆者加筆

原図の出所：�劉慶柱・李毓芳共著『漢長安城』（文物出版社、
2003年）115頁

図５　�桂宮の南院宮殿（二号）建築遺跡平面図を
元に筆者加筆

原図の出所：�劉慶柱・李毓芳共著『漢長安城』（文物出版社、
2003年）116-117頁の間に載せる附図
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以
て
登
る
と
は
、
此
の
陛
を
受
け
以
て
上
る
を
謂
う
な
り
（
凡
大
殿
乃
有
陛
、
堂
則

有
階
無
陛
也
。
左
墄
右
平
者
…
…
墄
者
為
階
級
也
。
九
錫
之
礼
、
納
陛
以
登
、
謂
受

此
陛
以
上
）」（

48
）

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
堂
と
殿
の
区
別
は
「
陛
」
に
よ
っ
て
表
現

さ
れ
た
。
殿
に
は
「
陛
」
が
あ
り
、
堂
に
は
「
陛
」
が
な
く
「
階
」
が
あ
る
。
殿
の

「
陛
」
の
特
徴
は
「
左
墄
右
平
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
こ
の
「
左
墄

右
平
」
の
こ
と
で
あ
る
。

　

後
漢
の
班
固
『
西
都
賦
』
に
は
「
左
墄
右
平
、
重
軒
三
階
」（

49
）

と
あ
る
。
ま
た
、

「
未
央
前
殿
、
左
墄
右
平
」（『
三
輔
黃
圖
』）
と
い
う
記
録
に
は
、
明
白
に
未
央
宮
の

前
殿
の
階
段
は「
左
墄
右
平
」で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、『
決
疑
要
注
』

の
記
録
は
前
殿
の
状
況
と
一
致
し
て
い
る
。

　

そ
れ
な
ら
、「
墄
」・「
平
」
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
構
造
で
あ
ろ
う
か
。「
墄
」

に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か
の
説
明
が
あ
る
。『
決
疑
要
注
』
に
は
「
墄
は
階
級
と
為
す

な
り
（
墄
者
為
階
級
也
）」
と
あ
り
、『
廣
韻
』
に
「
墄
、
階
歯
な
り
（
墄
、
階
歯
）」

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
墄
」
は
「
階
歯
」
を
持
つ
「
階
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、唐
代
の
呂
延
済
は
班
固『
西
都
賦
』に
つ
い
て「
墄
は
階
級
な
り
。

右
は
車
に
乗
り
て
上の

ぼ

り
、
故
に
平
ら
か
な
ら
し
む
。
左
は
人
が
上
り
、
故
に
級
と
為

す
（
墄
、
階
級
也
。
右
乗
車
上
、
故
使
平
。
左
人
上
、
故
為
級
）」（

50
）

と
注
を
つ
け
た
。

す
な
わ
ち
、「
平
」
は
「
階
歯
」
の
な
い
、車
の
通
過
で
き
る
「
階
」
で
あ
る
（
図
９
）。

更
に
ま
た
、
こ
の
「
墄
」・「
平
」
の
構
造
は
西
周
時
代
の
祭
祀
の
建
築
で
す
で
に
見

ら
れ
る
（
図
６
）。

　

図
６
で
注
目
し
た
い
の
は
中
央
の
一
番
大
き
い
建
物
の
階
の
構
造
で
あ
る
。
そ
の

建
物
の
正
面
に
向
い
て
い
る
階
は
三
つ
あ
る
。
左
側
と
中
央
に
あ
る
階
は
「
階
級
」

の
な
い
階
段
で
あ
り
、
右
側
の
階
は
「
階
級
」
の
あ
る
階
段
で
あ
る
。
こ
れ
は
間
違

い
な
く
「
墄
」・「
平
」
構
造
を
表
し
て
い
る
。

図６　陝西岐山県鳳雛村西周祭祀建築平面構造図・立体復元図
出所：劉叙傑主編『中国古代建築史　第一巻（原始社会、夏、商、周、秦、漢建築）』（中国建築工業出版社、2003年）246頁
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ま
た
、
漢
代
の
画
像
石
の
「
謁
見
図
」（
図
７
）
に
も
「
墄
」・「
平
」
の
階
段
構

造
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
謁
見
図
」
は
建
物
の
中
の
最
も
大
き
く
描
か
れ
た
人
物
に
謁
見
す
る
場
面

で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
建
物
の
前
に
あ
る「
両
階
」で
あ
る
。
こ
の「
謁

見
図
」
は
「
左
墄
右
平
」
の
階
段
構
造
を
明
白
に
描
い
て
い
る
。
左
側
は
「
階
級
」

の
あ
る
「
墄
」
で
あ
り
、右
側
は
「
階
級
」
の
な
い
「
平
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
左

墄
右
平
」
の
階
の
構
造
は
周
代
お
よ
び
秦
漢
時
代
で
確
実
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
の

う
え
、『
三
輔
黄
圖
』
に
あ
る
「
左
墄
右
平
」
は
前
殿
の
南
に
あ
る
正
階
の
構
造
と

推
定
で
き
る
。
前
殿
の
「
天
子
階
」
の
構
造
に
は
、
人
が
登
れ
る
「
墄
」
の
「
陛
」

も
あ
り
、
車
の
登
れ
る
「
平
」
の
「
陛
」
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
左
墄
右
平
」
の
「
平
」
は
東
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
或
い
は
西

に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
陝
西
岐
山
県
鳳
雛
村
西
周
祭
祀
建
築
平
面
構
造
図
・
立
体

復
元
図
（
図
６
）
と
「
謁
見
図
」（
図
７
）
を
比
較
す
る
と
、「
墄
」
と
「
平
」
は
反

対
面
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
陝
西
岐
山
県
鳳
雛
村
西
周
祭
祀
建
築
平
面
構
造
図
・
立

体
復
元
図
「
平
」
は
西
階
で
あ
る
が
、「
謁
見
図
」
の
「
平
」
は
東
階
で
あ
る
。
そ

の
「
平
」
の
位
置
が
正
反
対
で
あ
る
た
め
、
前
殿
の
「
墄
」・「
平
」
の
位
置
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
『
晉
起
居
注
』
に
「
太
始
四
年
正
月
、
上
、
軒
に
臨
し
、
群
臣
を
太
極
前
殿
に
朝

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

せ
し
め

4

4

4

、
安
平
王
に 

詔
み
こ
と
の
り

 

し
て
、
輿
車
に
載
り
て
殿
に
昇
ら
し
む

4

4

4

4

4

4

。
上
は
阼
階
に
お

い
て
迎
え
て
拝
す
（
太
始
四
年
正
月
、
上
臨
軒
朝
群
臣
於
太
極
前
殿
、
詔
安
平
王
載

輿
車
昇
殿
、
上
迎
拜
於
阼
階
）」（

51
）

と
あ
る
。
こ
の
記
録
に
よ
り
、
太
極
前
殿
に
は

輿
車
の
殿
に
昇
れ
る
階
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
う
え
、「
阼
階
」
は
殿
の
正

面
に
あ
る
東
階
で
あ
る
た
め
、
安
平
王
の
輿
車
が
通
過
し
た
階
は
前
殿
の
正
面
に
あ

る
「
平
」
は
「
阼
階
」
で
あ
り
、「
東
」
に
あ
る
こ
と
は
推
定
で
き
る
。
こ
れ
は
図

７
の
漢
代
画
像
石
の
「
謁
見
図
」
に
あ
る
「
平
」
階
の
位
置
と
一
致
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
条
は
西
晋
の
正
殿
で
あ
る
太
極
殿
を
記
し
た
が
、
漢
代
の
正
殿
の
状
況

に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
明
確
に
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

西
晋
の
太
極
殿
は
魏
（
曹
魏
）
の
明
帝
の
太
極
殿
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
ま

ま
使
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
に
、
魏
の
太
極
殿
は
漢
の
洛
陽
の
崇
徳
殿
に
基

づ
い
て
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
『
三
国
志
』「
文
帝
紀
」
の｢

十
二
月
、
初
營
洛
陽
宮｣

に
対
し
て
、
南
朝
宋
の

裴
松
之
は
「
明
帝
の
時
に
至
り
、
始
め
て
漢
の
南
宮
の
崇
徳
殿

（
52
）

の
処
に
太
極

殿 ･
昭
陽
諸
殿
を
起た

つ
（
至
明
帝
時
、
始
於
漢
南
宮
崇
德
殿
處
起
太
極
・
昭
陽
諸

殿
）」（

53
）

と
注
を
つ
け
た
。
ま
た
、『
水
経
注
』「
穀
水
」
に
は
「
魏
の
明
帝
は
洛
陽

の
南
宮
を
天
の
太
極
に
象
り
、
太
極
殿
を
漢
の
崇
徳
殿
の
故
処
に
起た

つ
（
魏
明
帝
上

法
太
極
于
洛
陽
南
宮
、
起
太
極
殿
于
漢
崇
德
殿
之
故
處
）」（

54
）

と
あ
る
。
そ
の
た
め
、

太
極
殿
は
確
実
に
崇
徳
殿
を
元
に
築
い
た
の
で
あ
る
。

図７　謁見図（局部）
出所：�任日新「山東諸城漢墓画像石」（『文物』、1981年第10期）
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そ
の
う
え
に
崇
徳
殿
は
正
殿
で
あ
る
。『
後
漢
書
』「
孝
和
孝
殤
帝
紀
」
に
は
「
八

月
辛
亥
、
帝
崩
じ
る
。
癸
丑
、
崇
徳
前
殿
に
殯
す
。
年
二
歳
（
八
月
辛
亥
、
帝
崩
。

癸
丑
、
殯
于
崇
德
前
殿
。
年
二
歲
）」
と
あ
り
、「
孝
安
帝
紀
」
に
「
皇
太
后
崇
徳
殿

に
御
す
。
百
官
皆
な
吉
服
す
。
群
臣
陪
位
す
（
皇
太
后
御
崇
德
殿
、
百
官
皆
吉
服
、

羣
臣
陪
位
）」（

55
）

と
あ
る
。
こ
の
二
条
の
記
録
に
よ
り
、
崇
徳
殿
は
重
要
な
儀
礼
を

行
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
朝
の
中
心
と
す
る
正
殿
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

故
に
、正
殿
で
あ
る
太
極
殿
が
正
殿
と
し
て
の
崇
徳
殿
を
元
に
構
築
さ
れ
た
た
め
、

太
極
殿
は
崇
徳
殿
の
構
造
を
継
承
し
た
可
能
性
が
高
い
。
更
に
、太
極
殿
の
「
右
平
」

は
「
謁
見
図
」
と
一
致
し
て
い
る
た
め
、崇
徳
殿
も
同
様
に
「
右
平
」
の
特
徴
を
持
っ

て
い
た
と
推
定
で
き
る

（
56
）。

　

そ
の
「
左
墄
右
平
」
の
構
造
を
復
元
し
て
み
る
と
、
図
９
（
立
体
イ
メ
ー
ジ
図
）

お
よ
び
図
11
（
平
面
イ
メ
ー
ジ
図
）
の
よ
う
に
な
る
。
本
節
の
分
析
を
ま
と
め
て
い

え
ば
、こ
の
「
左
墄
右
平
」
は
秦
漢
時
代
の
「
天
子
階
」
の
正
陛
の
特
徴
と
言
え
る
。

五
　「
陛
」
の
「
重
軒
三
階
」
構
造

　

前
節
で
、「
左
墄
右
平
」
の
構
造
は
わ
か
っ
た
が
、
班
固
『
西
都
賦
』
に
は
漢
代

の
前
殿
の
階
段
に
つ
い
て
「
左
墄
右
平
、重
軒
三
階

4

4

4

4

」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
重

軒
三
階
」
も
殿
陛
の
構
造
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、「
重
軒
三
階
」
の
構
造
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

　
『
西
京
雜
記
』
に
は
「
漢
の
高
（
祖
皇
）
帝
七
年
、
蕭
相
国
が
未
央
宮
を
営つ

く

る
。

龍
首
山
に
よ
っ
て
前
殿
を
製
り
、
北
闕
を
建
つ
（
漢
高
帝
七
年
、
蕭
相
國
營
未
央
宮
。

因
龍
首
山
製
前
殿
、
建
北
闕
）」（

57
）

と
あ
る
。『
水
経
注
』「
渭
水
」
に
は
「
高
祖
は

関
東
に
あ
り
、
蕭
何
に
令
し
て
未
央
宮
を
成
さ
し
む
。（
蕭
）
何
は
龍
首
山
を
斬
り

て
之
を
営
め
り
（
高
祖
在
關
東
、
令
蕭
何
成
未
央
宮
、
何
斬
龍
首
山
而
營
之
）」（

58
）

と
あ
る
。

　

こ
の
二
条
に
よ
り
、
未
央
宮
の
前
殿
の
基
壇
は
龍
首
山
を
削
っ
て
築
か
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
蔡
質
『
漢
儀
』
に
も
「
正
月
の
朝
、
天
子
徳
陽
殿
に
幸み

ゆ
き

し
、
軒
に
臨
す

…
…
其
の
徳
陽
殿
周
旋
に
は
万
余
人
を
容
る
。
陛
高
き
こ
と
は
一
丈

4

4

4

4

4

4

4

4

（
59
）、皆
文
石（
を

4

4

4

4

以
て
）
壇
を
作
る

4

4

4

4

4

4

（
正
月
朝
、
天
子
幸
德
陽
殿
、
臨
軒
…
…
其
德
陽
殿
周
旋
容
萬
餘

人
。
陛
高
一
丈
、
皆
文
石
作
壇
）」（

60
）

と
い
う
記
録
が
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
未
央
宮
の
前
殿
を
構
築
す
る
前
に
、
山
を
削
っ
て
殿
の
基
壇
を
築
い

た
の
で
あ
る
。
そ
の
基
壇
は
高
く
、
表
面
は
後
漢
の
徳
陽
殿
の
よ
う
に
石
で
飾
ら
れ

た
。
上
に
軒
欄
が
基
壇
を
囲
ん
で
設
け
ら
れ
て
い
た

（
61
）。

軒
は
木
造
で
あ
る

（
62
）。

　

高
い
基
壇
を
築
き
、
基
壇
の
う
え
に
殿
や
堂
な
ど
の
建
物
を
建
て
る
建
築
方
法
は

戦
国
時
代
に
既
に
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
斉
国
の
桓
公
台
、
趙
国
の
宮
城
に
あ

る
龍
台
、
燕
下
都
の
武
陽
台
の
宮
殿
基
壇
、
秦
国
の
咸
陽
宮
に
あ
る
宮
殿
基
壇

（
63
）

な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
秦
漢
時
代
の
基
壇
の
築
き
方
は
戦
国
時
代
の
築
き
方
と
異

な
っ
て
い
た
。
戦
国
時
代
の
基
壇
は
人
力
で
土
を
重
ね
あ
げ
た
。
秦
代
、
阿
房
宮
を

築
い
た
時
、
高
い
地
形
を
利
用
し
て
龍
首
塬
と
い
う
と
こ
ろ
に
基
壇
を
作
っ
た
の
で

あ
る
。
未
央
宮
は
秦
代
の
阿
房
宮
の
前
殿
の
基
壇
の
築
き
方
を
継
承
し
、
地
形
の
特

徴
を
利
用
し
、
龍
首
山
を
基
壇
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
築
き
方
は
、
一
方

で
蕭
何
の
言
っ
た
よ
う
に
「
壮
麗
に
非
ざ
れ
ば
以
て
威
を
重
く
す
る
な
し
（
非
壯
麗

無
以
重
威
）」（『
史
記
』「
高
祖
本
紀
」）、
す
な
わ
ち
、
皇
帝
の
権
威
を
強
調
す
る
。

も
う
一
方
で
は
、
戦
国
時
代
の
建
築
方
法
よ
り
か
な
り
人
力
を
節
約
で
き
る
。「
陛
」

は
基
壇
の
壇
上
・
壇
下
を
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
た
め
、「
重
軒
三
階
」
は
壇
上
・

壇
下
の
上
下
の
違
い
を
表
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
軒
」
は
大
朝
会
を
行
う
時
、
重
要
な
空
間
と
な
っ
た
。「
正
月
旦
、
天
子

徳
陽
殿
に
幸
し
、
軒
に
臨
す

4

4

4

4

（
正
月
旦
、
天
子
幸
德
陽
殿
、
臨
軒
）」（『
漢
儀
』）
と
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い
う
記
録
が
あ
り
、『
後
漢
書
』「
崔
駰
列
傳
」
に
「
天
子
、
軒
に
臨
す

4

4

4

4

（
天
子
臨

軒
）」（

64
）

と
あ
り
、『
鄴
中
記
』
に
「
石
虎
正
会
す
る
に
、
虎
正
殿
に
お
い
て
南
面

4

4

4

4

4

4

4

4

し
て
軒
に
臨
す

4

4

4

4

4

4

（
石
虎
正
會
、虎
於
正
殿
南
面
臨
軒
）」と
あ
り
、『
晉
起
居
注
』に「
太

始
四
年
正
月
、
上
、
軒
に
臨
し

4

4

4

4

て
太
極
前
殿
に
お
い
て
群
臣
を
朝
す
（
太
始
四
年
正

月
、
上
臨
軒
朝
群
臣
於
太
極
前
殿
）」
お
よ
び
「
御
、
軒
に
臨
し

4

4

4

4

、
太
極
殿
前
に
お

い
て
大
会
せ
り
（
御
臨
軒
、
大
會
於
太
極
殿
前
）」（

65
）

と
あ
る
。

　

こ
の
五
条
の
記
録
に
よ
り
、
大
朝
会
を
行
う
時
、
皇
帝
が
軒
に
渡
御
し
て
、
群
臣

と
会
見
す
る
。
そ
の
軒
は
軒
欄
で
囲
ま
れ
た
陛
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
番
上
に

あ
る
軒
は
殿
に
近
く
、
皇
帝
が
大
朝
会
の
時
、
群
臣
の
拝
謁
を
受
け
る
空
間
に
な
っ

た
。

　

ま
た
、『
西
都
賦
』
の
「
重
軒
三
階
」
の
記
録
に
よ
り
、皇
帝
の
「
臨
」
す
る
「
軒
」

は
単
純
な
構
造
で
は
な
く
、
複
数
（
複
層
）
の
構
造
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。「
軒
」

は
縁
側
の
よ
う
な
構
造
で
あ
る
。
漢
代
で
は
「
壤
の
陛
は
三
絫
あ
り
（
壤
陛
三
絫
）」

（『
新
書
』「
退
讓
」）
を
通
し
て
殿
の
素
朴
さ
を
表
現
す
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の

は
「
壤
（
土
）」
で
築
い
た
三
重
の
殿
陛
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
録
に
よ
り
、
前

殿
の
殿
陛
の
「
重
軒
」
は
上
下
の
「
三
層
」
構
造
で
築
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
前
殿
の
南
に
あ
る
正
階
は
左
右
両
陛
（
一
つ
は
墄
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は

平
で
あ
る
）
が
あ
り
、
上
下
三
重
で
あ
る
（
図
９
・
図
10
）。

六
　
二
十
七
級
の
「
天
子
階
」
構
造

　

と
こ
ろ
で
、「
陛
」
の
級
数
に
つ
い
て
、『
新
書
』「
階
級
」
に
は
「
陛
九
級
者
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。『
説
文
解
字
』
に
、「
級
は
次
第
な
り
（
級
、
絲
次
弟
也
）」
と

あ
り
、
清
代
の
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』
に
、
級
は
「
階
の
次
第
（
階
之
次
弟
）」

（
66
）

と
注
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
階
歯
」
の
あ
る
「
墄
」
は
級
と
い
う
構
造

を
持
ち
、「
墄
」
ご
と
に
「
九
級
」
あ
る
。
そ
れ
で
は
、「
墄
」
の
階
は
一
重
が
九
級

あ
り
、
三
重
で
二
十
七
級
と
な
る
。
つ
ま
り
、「
重
軒
三
階
」
の
前
殿
の
正
階
は
合

わ
せ
て
二
十
七
級
あ
る
と
い
う
階
数
が
推
定
で
き
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
推
定
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
李
毓
芳
の
未
央
宮
前
殿
の

調
査
に
基
づ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

　

未
央
宮
前
殿
の
基
址
は
南
北
約
３
５
０
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。
北
は
高
く
、
南
は
低
い
。
北
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
は
地
面
よ
り
15
メ
ー
ト
ル

高
い
。
基
址
は
南
・
中
・
北
と
い
う
三
つ
の
台
面
か
ら
な
る
（
図
８
）。
南
の
台
面

は
１
～
５
メ
ー
ト
ル
高
く
、
中
の
台
面
は
5
～
10
メ
ー
ト
ル
高
く
、
北
の
台
面
は
15

メ
ー
ト
ル
高
い
。
台
面
ご
と
に
一
つ
の
大
型
の
宮
殿
の
遺
跡

（
67
）

が
発
掘
さ
れ
て
い

る
（
68
）。

こ
こ
か
ら
判
る
こ
と
は
殿
跡
の
段
差
は
約
5
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

図８　未央宮前殿の考古遺址平面図
出所：�劉慶柱・李毓芳共著『漢長安城』（文物

出版社、2003年）61頁

　
「
陛
」
を
築
く
も
の
は
、「
陛
石
」
お
よ
び
「
塼れ

ん
が」

で
あ
る
。

　
「
陛
石
」
に
つ
い
て
は
、一
九
四
二
年
に
前
漢
時
代
の
「
北
陛
石
」
が
発
掘
さ
れ
た
。
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石
の
上
に
は
「
魯
六
年
九
月
所
造
北
陛

4

4

」（
69
）

と
の
刻
銘
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
石
の

発
掘
場
所
は
前
漢
景
帝
時
期
の
諸
侯
王
の
魯
恭
王
の
古
城
で
あ
っ
た
た
め
、『
後
漢

書
』「
光
武
十
王
列
傳
」
に
あ
る
「
魯
恭
王
は
宮
室
を
好
み
、
霊
光
殿
を
起た

て
、
甚

だ
壯
麗
な
り
（
魯
恭
王
好
宮
室
、
起
靈
光
殿
、
甚
壯
麗
）」（

70
）

と
い
う
記
述
が
大
い

に
参
考
と
な
る
。
魯
六
年
は
魯
恭
王
が
霊
光
殿
を
建
て
た
年
で
あ
り
、
こ
の
石
は
霊

光
殿
の
北
陛
が
築
か
れ
た
時
の
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。『
新
書
』「
等
齊
」に「
諸

侯
王
在
る
所
の
宮
は
…
…
皇
帝
在
る
所
の
宮
の
法
を
以
て
之
を
論
ず
（
諸
侯
王
所
在

之
宮
…
…
以
皇
帝
在
所
宮
法
論
之
）」（

71
）

と
あ
る
た
め
、
魯
恭
王
の
霊
光
殿
の
構
造

は
未
央
宮
の
前
殿
の
構
造
を
模
倣
し
た
と
言
え
る
。

　

前
漢
「
北
陛
石
」
の
「
長
さ
は
95
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
42
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
は

19.5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」（

72
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
諸
侯
王
の
宮
に
あ
る
「
陛
」

で
あ
る
た
め
、
皇
帝
の
階
段
は
そ
れ
よ
り
低
い
わ
け
は
な
い
。
ま
た
、
漢
の
長
楽
宮

の
遺
跡
で
漢
代
の
階
段
を
築
く
材
料
と
す
る
「
中
空
の
塼
（
空
心
塼
）」
が
二
〇
〇

三
年
に
発
掘
さ
れ
た
。
こ
の
「
中
空
の
塼
」
は
宮
殿
の
「
上
殿
踏
歩
塼
」（

73
）

と
し

て
使
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
殿
に
登
る
階
段
に
使
わ
れ
る
「
塼
」
で
あ
る
。
そ
の
う

え
、
そ
の
大
き
さ
は
固
定
化
さ
れ
て
い
た
特
徴
が
あ
り
、
長
さ
約
70
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
幅
33
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
20
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る

（
74
）。

長
楽
宮
は

劉
邦
が
朝
会
を
行
う
空
間
で
あ
っ
た
た
め
、
未
央
宮
で
使
わ
れ
た
階
は
同
じ
大
き
さ

の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
北
陛
石
」
よ
り
高
く
、
礼
儀
に
相
応
し
い
。

こ
の
「
踏
歩
塼
」
の
高
さ
か
ら
推
定
す
る
と
、
二
十
七
級
の
階
段
の
高
さ
は
大
体
5.4

メ
ー
ト
ル
に
な
り
、遺
跡
に
あ
る
殿
跡
の
高
低
差
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。し
た
が
っ

て
、
遺
跡
の
削
平
の
実
態
を
含
め
て
考
慮
し
て
、
二
十
七
は
「
陛
」
の
級
数
で
あ
る

と
推
測
で
き
る
。（
図
９
）

　

ま
た
、
秦
咸
陽
宮
第
一
号
宮
殿
の
基
壇
の
遺
跡
は
、
東
西
約
60
メ
ー
ト
ル
で
、
南

北
約
45
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
（
現
在
の
耕
地
よ
り
高
く
な
る
の
）
は
６
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
（
75
）。

ち
な
み
に
、
紀
家
道
の
秦
宮
殿
の
基
壇
の
遺
跡
の
高
さ
は
5.8
メ
ー
ト
ル
で

あ
る

（
76
）。

こ
こ
で
注
目
す
る
の
は
こ
の
二
つ
の
殿
跡
の
高
さ
で
あ
る
。
こ
の
二
つ

の
数
値
に
よ
り
、
戦
国
秦
の
宮
殿
の
基
壇
の
高
さ
が
未
央
宮
前
殿
の
一
つ
の
殿
跡
の

高
さ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
前
漢
の
建
築
構
造
は
秦
の

建
築
構
造
の
築
き
方
を
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
未
央
宮
前
殿
は
南
北
三
つ
の
宮
殿

（
77
）

で
組
み
合
わ
せ
た
建
築
群

で
あ
る

（
78
）

た
め
（
図
8
）、
三
つ
の
宮
殿
の
正
階
は
同
じ
漢
代
の
「
天
子
階
」
の

一
部
に
違
い
な
い
。
三
宮
殿
の
「
陛
」
構
造
は
一
致
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
宮
殿
ご
と
に
「
重
軒
三
階
」
が
あ
り
、
そ
の
う
え
「
左
墄
右
平
」
の
段
差

構
造
を
設
け
た
。
未
央
宮
の
前
殿
の
全
体
を
み
る
と
、「
九
重
」
の
「
階
」
が
あ
り
、

八
十
一
の
陛
級
が
あ
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
構
造
は
漢
代
の
「
皇
陛
九

重
」（

79
）

の
認
識
と
一
致
し
て
お
り
、
皇
帝
の
身
分
を
空
間
構
造
で
強
調
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
未
央
宮
の
こ
の
大
朝
の
三
殿
構
造
は
後
世
の
宮
城
に
か
な
り
深
く
影
響

を
与
え
た
。
例
え
ば
、
唐
代
の
大
明
宮
の
含
元
殿
・
宣
政
殿
・
紫
宸
殿
、
宋
代
の
開

封
宮
城
の
大
慶
殿
・
文
徳
殿
・
紫
宸
殿
、
明
代
の
南
京
城
の
奉
天
城
・
華
蓋
城
・
謹

身
城
お
よ
び
清
代
の
前
朝
の
太
和
殿
・
中
和
殿
・
保
和
殿

（
80
）

は
全
て
三
殿
構
造
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
殿
陛
」
で
築
い
た
三
殿
構
造
は
中
国
古
代
の
「
皇
陛
九
重
」

の
意
識
を
空
間
の
伝
承
と
共
に
後
世
に
伝
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

七
　「
除
」・「
堂
塗
」
で
繋
が
る
「
殿
陛
」
空
間

　

と
こ
ろ
が
、「
天
子
階
」の
構
造
に
は
階
段
以
外
の
空
間
構
造
も
あ
る
。そ
れ
は「
除
」

と
「
堂
塗
」
で
あ
る
。

　
『
漢
書
』「
王
莽
傳
」
に
「
前
殿
よ
り
椒
除

4

4

に
南
下
す
（
自
前
殿
南
下
椒
除
）」（

81
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
王
莽
が
殺
さ
れ
る
前
に
前
殿
か
ら
逃
げ
た
記
録
で
あ
る
。
こ
こ
か
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ら
「
椒
除
」
は
前
殿
の
南
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
ど
の
部
分
を
示
す
の
で
あ
ろ

う
か
。「
除
」
に
関
す
る
説
明
は
数
条
あ
る
。

　
『
説
文
解
字
』
に
は
「
除
は
殿
陛
な
り
（
除
、
殿
陛
也
）」
と
あ
り
、「
人
君
は
除

陛
を
上
る（
人
君
上
除
陛
）」と
も
あ
る
。唐
代
の
顔
師
古
は
未
央
宮
の
前
殿
の「
椒
除
」

に
つ
い
て
、「
除
は
殿
陛
の
道
な
り
。椒
は
芬
香
の
名
を
取
る
な
り（
除
、殿
陛
之
道
也
。

椒
、取
芬
香
之
名
也
）」
と
注
釈
し
た
。
宋
代
の
李
誡
『
営
造
法
式
』
は
漢
代
の
「
除
」

に
つ
い
て
「
除
、
こ
れ
を
階
と
い
う
（
除
謂
之
階
）」（

82
）

と
い
う
よ
う
に
説
明
し
た
。

『
説
文
解
字
注
』
に
「（
除
） 
殿
陛
な
り
。
殿
は
宮
殿
と
い
う
。
殿
陛
は
こ
れ
を
除
と

い
う
（
殿
陛
也
。
殿
謂
宮
殿
。
殿
陛
謂
之
除
）」
と
説
明
し
て
あ
る
。

　
「
殿
陛
」
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』「
東
方
朔
傳
」
に
「
そ
の
時
、（
東
方
）
朔
は
殿4

下4

で
陛へ

い
げ
き戟

す（
是
時
、朔
陛
戟
殿
下
）」（

83
）

と
あ
り
、『
太
平
御
覧
』に
引
用
さ
れ
た『
漢

書
』「
東
方
朔
傳
」
の
内
容
に
は
「（
前
漢
）
武
帝
は
未
央
前
殿
に
坐
せ
ば
、
天
雨
は

新
た
に
止
ま
る
。（
東
方
）朔
は
殿
陛

4

4

に
在
り
て
戟
を
執
り
、遥
か
に（
も
の
）を
指
し
、

独
語
す
（
武
帝
坐
未
央
前
殿
、
天
雨
新
止
。
朔
執
戟
在
殿
陛
遙
指
獨
語
）」（

84
）

と
あ

る
。
こ
の
二
条
の
内
容
は
同
じ
時
期
の
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、「
殿
陛
」
は
「
殿
下
」
に
あ
る
こ
と
が
判
明
で
き
る
。「
除
」
は
殿
下
に
あ
る
。

　
「
除
」
は
「
殿
」
の
ど
の
よ
う
な
「
陛
」
で
あ
ろ
う
か
。
陳
蘇
鎮
は
「
未
央
宮
四

殿
考
」（

85
）

の
中
で
、「
椒
除
」は
前
殿
の
階
で
は
な
く
、前
殿
の
大
門
の
南
に
あ
る「
踏

道
」
あ
る
い
は
「
慢
道
」
と
判
断
し
た
。
こ
の
「
踏
道
」
あ
る
い
は
「
慢
道
」
は
現

在
、
未
央
宮
の
前
殿
遺
跡
の
台
基
の
南
に
あ
る
遺
跡
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
た
。
し
か

し
、
こ
こ
に
は
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
陳
蘇
鎮
が
未
央
宮
の
前
殿
遺
跡
に
あ
る
中
部

の
殿
址
を
前
殿
と
判
断
し
、
南
部
の
殿
址
を
前
殿
の
大
門
と
判
断
し
た
こ
と
に
基
づ

く
推
論
で
あ
る
。
本
稿
は
南
部
の
殿
址
は
前
殿
大
門
で
あ
る
か
ど
う
か
は
判
断
し
な

い
が
、
強
調
し
た
い
の
は
陳
蘇
鎮
に
指
摘
さ
れ
た
「
踏
道
」
と
「
慢
道
」
が
前
殿
遺

跡
の
台
基
の
階
を
示
す
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
も
「
殿
陛
」
の

一
部
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、『
漢
書
』「
李
廣
蘇
建
傳
」
に
「
前
に
長
君
は
奉
車
で
あ
り
、
雍
棫
陽
宮
に

従
っ
て
至
る
。
輦

て
ぐ
る
ま

を
扶
し
、
除
に
下
り
る

4

4

4

4

4

4

4

4

。
柱
に
触
れ
轅な

が
えを

折
る
（
前
長
君
為
奉

車
、
從
至
雍
棫
陽
宮
、
扶
輦
下
除
、
觸
柱
折
轅
）」（

86
）

と
い
う
記
録
が
あ
る
。
こ
こ

の
「
輦

て
ぐ
る
ま」

と
「
轅な

が
え

」
に
よ
っ
て
、「
除
」
は
「
輦
」
の
通
過
で
き
る
階
段
を
示
す
。

前
述
し
た
よ
う
に
、「
平
」
は
車
の
通
過
で
き
る
階
段
で
あ
る
が
、「
平
」
以
外
に
車

の
通
過
で
き
る
空
間
構
造
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
軒
」
に
あ
り
、
斜
面
の
「
平
」
で
は

な
い
平
途
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
平
途
は
間
違
い
な
く
「
殿
陛
」
の
一
部
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
除
」
は
顔
師
古
の
言
っ
た
よ
う
に
、「
階
歯
」
の
な
い
「
殿
陛
」
の
道

を
示
し
て
お
り
、
車
が
通
過
で
き
る
「
軒
」
に
あ
る
「
平
途
」
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
殿
陛
」の
構
造
に
は
も
う
一
つ
見
過
ご
せ
な
い
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
は「
堂

塗
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
説
文
通
訓
定
声
』
に
「
字
は
古
は
涂
に
借
り
、
後
に

変
じ
て
途
に
作
り
、
又
た
塗
に
作
る
（
字
古
借
涂
、
後
変
作
途
。
又
作
塗
）」（

87
）

と

あ
り
、「
堂
塗
」、「
堂
途
」
お
よ
び
「
堂
涂
」
は
同
義
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
周
禮
』「
考
工
記
」
に
は
「
堂
涂
」
の
記
録
が
あ
る

（
88
）。「

堂
塗
」
は
先
秦
時

代
に
お
い
て
既
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

（
89
）。

ま
た
、『
玉
篇
』
に
「
途
、
路

な
り
（
途
、路
也
）」
お
よ
び
『
廣
韻
』
に
「
道
な
り
（
道
也
）」
と
い
う
解
釈
が
あ
る
。

そ
れ
以
外
、歴
代
の
学
者
た
ち
も
「
堂
塗
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

後
漢
の
鄭
玄
は
「
階
の
前

4

4

4

を
い
う
。
今
の
令
甓
祴
の
若
く
な
り
（
謂
階
前
、
若
今

令
甓
祴
也
）」
と
注
を
つ
け
た
。
唐
代
の
賈
公
彦
は
「
漢
の
時
、
堂
塗
を
名
づ
け
て

令
甓
祴
と
為
す
。
令
甓
、
則
ち
今
の
塼
な
り
。
祴
、
則
ち
塼
道

4

4

の
も
の
な
り
（
漢
時

名
堂
塗
為
令
甓
祴
、
令
甓
、
則
今
之
塼
也
。
祴
、
則
塼
道
者
也
）」（

90
）

と
解
釈
し
た
。

『
朱
子
語
類
』
に
「
行
、
堂
塗
な
り
。
古
人
廊
屋
な
き
、
た
だ
堂
の
階
下

4

4

4

4

に
お
い
て

両
条
の
路

4

4

4

4

を
と
る
（
行
、
堂
塗
也
。
古
人
無
廊
屋
、
只
於
堂
階
下
取
兩
條
路
）」（

91
）

と
あ
る
。
ま
た
、「
堂
途
、
堂
下
よ
り
門
に
至
る
徑
な
り
（
堂
途
、
堂
下
至
門
之
徑
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也
）」（

92
）

と
あ
る
。

　

こ
の
四
条
の
説
明
に
よ
り
、「
堂
塗
」
は
階
の
前
で
階
の
下
に
あ
る
「
途
」
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
構
造
は
先
秦
時
代
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
。
図
４
と
図
５

の
よ
う
に
漢
長
安
城
の
桂
宮
の
南
院
に
あ
る
主
殿
の
遺
跡
で
東
西
両
階
と
繋
が
っ
て

い
る
「
堂
塗
」
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
宮
殿
の
南
に
あ
る
両
階
は
殿
に
登
る

た
め
に
築
い
た
。
そ
の
両
階
は
対
称
に
設
け
ら
れ
た
。
東
階
の
南
部
は
塼
を
敷
き
つ

め
道
と
繋
が
っ
て
い
る
。
そ
の
道
の
幅
は
3.1
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
西
階
の
南
部
も
塼

を
敷
き
つ
め
た
道
と
繋
が
っ
て
い
る
。
そ
の
道
の
幅
は
4.4
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の

二
つ
の
道
は
南
へ
延
び
て
お
り
、
宮
殿
の
南
部
の
庭
に
あ
る

（
93
）。

こ
れ
は
桂
宮
の

主
殿
の
「
堂
塗
」
と
推
定
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
秦
漢
時
代
の
「
堂
塗
」
の
場
合
、「
三
軒
」
に
あ
る
「
堂
塗
」

の
部
分
を
無
視
で
き
な
い
。
こ
の
部
分
は
「
除
」
の
一
部
と
重
な
っ
て
い
る
。「
軒
」

の
「
堂
塗
」
は
同
じ
く
階
の
前
・
階
の
下
に
築
か
れ
た
。
つ
ま
り
、
三
重
の
「
軒
」

に
も
「
堂
塗
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
秦
漢
時
代
の
「
堂
塗
」
は
す
で
に
殿
の
「
途
」

に
発
展
し
て
き
た
。
三
重
の
「
軒
」
に
あ
る
「
堂
塗
」
お
よ
び
陛
の
下
に
あ
る
「
廷
」

に
あ
る
「
堂
塗
」
は
立
体
的
な
廷
の
空
間
を
作
っ
た
。「
軒
」
に
あ
る
「
堂
塗
」
は

三
重
の
「
墄
」・「
平
」
を
つ
な
げ
た
。「
堂
塗
」
全
体
は
陛
と
廷
の
空
間
を
総
合
的

に
西
・
中
・
東
部
に
分
け
た
。
中
部
は
皇
帝
の
御
座
に
直
面
す
る
空
間
で
あ
り
、
朝

廷
儀
礼
の
中
心
空
間
で
あ
る
。
多
く
の
研
究
者
た
ち
は
こ
れ
を
朝
廷
空
間
の
中
軸
線

で
表
現
し
た
。
ま
た
、「
堂
塗
」
で
分
け
た
西
・
東
部
は
官
吏
の
位
置
で
あ
る
。
こ

の
西
・
中
・
東
に
分
け
た
空
間
構
造
は
後
世
の
朝
廷
空
間
の
原
点
に
な
っ
て
継
承
さ

れ
た
の
で
あ
る
。（
図
９
）

図９　「天子階」（陛）の構造立体イメージ図
筆者の考えに基づき、原田輝代雄氏によって作成

図10　「天子階」（陛）の側面イメージ図
筆者の考えに基づき、原田輝代雄氏によって作成
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八
　「
周
旋
」
の
「
天
子
階
」
構
造

　

前
文
で
正
階
と
す
る
南
陛
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
し
か
し
、「
天
子
階
」
は
南
陛

の
み
な
ら
ず
、
側
陛
も
含
む
の
で
あ
る
。

だ
け
で
な
く
、「
周
旋
」の
空
間
で
あ
る
。
軒
の
ほ
か
、側
陛
も
存
在
し
て
い
た
た
め
、

側
陛
は
軒
と
と
も
に
「
周
旋
」
の
「
天
子
階
」
構
造
を
作
り
上
げ
て
い
た
。

　

側
陛
に
つ
い
て
は
、
秦
漢
時
代
の
文
献
史
料
に
は
以
下
の
よ
う
に
「
西
陛
」・「
東

陛
」・「
北
陛
」
に
つ
い
て
の
記
録
が
あ
る
。

　
『
後
漢
書
』「
礼
儀
中
」
に
は
「
封
ず
る
に
皁
囊
を
以
て
し
、
西
陛

4

4

に
送
る
（
封
以

皁
囊
、
送
西
陛
）」（

97
）

と
あ
る
。

　

湖
北
省
江
陵
張
家
山
三
三
六
号
漢
墓
で
発
掘
さ
れ
た
簡
牘
の
一
部
が
発
表
さ
れ
、

内
容
か
ら
「
朝
律
」
の
記
録
と
推
測
さ
れ
た
。
果
た
し
て
「
朝
律
」
で
あ
る
か
ど

う
か
は
こ
こ
で
検
証
し
な
い
が
、
注
目
し
た
い
の
は
第
四
条
の
内
容
で
あ
る
。
第

四
条
に
は
「
謁
者
、
一
人
、
東
陛
に
立
つ
者
、
南
面
す
（
謁
者
一
人
立
東
陛
者
南

面
）」（

98
）

と
あ
り
、「
東
陛
」
は
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

第
六
節
で
言
及
し
た
よ
う
に
「
北
陛
石
」
に
は
、
明
白
に
「
魯
六
年
九
月
所
造
北4

陛4

」（
99
）

と
刻
ま
れ
た
。

　

さ
ら
に
、『
漢
書
』「
諸
侯
王
表
」
に
「（
諸
侯
王
）
藩
国
…
…
宮
室
百
官
、
制
を

京み
や
こ師

に
同
じ
く
す
（（
諸
侯
王
）
藩
国
…
…
宮
室
百
官
、
同
制
京
師
）」（

100
）

と
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
諸
侯
王
の
藩
国
の
宮
室
は
都
を
模
倣
し
て
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
諸
侯
王
の
藩
国
で
あ
る
魯
国
の
正
殿
と
す
る
霊
光
殿
の
構
造
よ
り
未
央
宮

の
前
殿
の
構
造
を
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
且
つ
ま
た
、霊
光
殿
の
「
北
陛
」

の
存
在
か
ら
前
殿
に
も
「
北
陛
」
が
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

　

然
る
に
、
張
衡
『
東
京
賦
』
に
は
「
殿
下
で
覲ま

み

え
る
べ
き
も
の
は
、
蓋
し
数
万
を

以
て
計
る
（
當
覲
於
殿
下
者
、
蓋
數
萬
以
計
）」（

101
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
強
調
さ
れ
る

の
は
万
人
が
収
容
で
き
る
「
周
旋
」
の
空
間
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
う
え
に
、
未
央
宮
の
第
二
号
遺
跡
の
正
殿
の
台
基
に
お
い
て
は
、
東
西
に
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
の
殿
に
登
る
踏
道
が
あ
り
（
殿
の
南
に
あ
る
東
西
両
階
で
は
な
い
、
図

２
・
図
３
）、
東
踏
道
の
東
西
の
長
さ
が
10.5
メ
ー
ト
ル
で
、
南
北
の
幅
は
４
メ
ー
ト

図11　「天子階」（陛）の平面イメージ図
筆者の考えに基づき、原田輝代雄氏によって作成

　

蔡
質
『
漢
儀
』
に
は
、「
正
月
の
朝
、
天
子
徳
陽
殿

（
94
）

に
幸み

ゆ
き

し
、
軒
に
臨
す

…
…
其
の
徳
陽
殿
周
旋

4

4

に
は
万
余
人
を
容
る
。
陛
高
き
こ
と
は
一
丈（

95
）、皆

文
石（
を

以
て
）
壇
を
作
る
（
正
月
朝
、
天
子
幸
德
陽
殿
、
臨
軒
…
…
其
德
陽
殿
周
旋
容
萬
餘

人
。
陛
高
一
丈
、
皆
文
石
作
壇
）」（

96
）

と
い
う
記
録
が
あ
る
。

「
重
軒
三
階
」
に
つ
い
て
分
析
し
た
よ
う
に
、
軒
と
基
壇
を
囲
ん
で
築
い
た
木
造
の

欄
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
空
間
で
あ
る
（
図
９
）。
軒
で
表
現
さ
れ
た
空
間
は
一
面

220－15－（　　）
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ル
で
あ
る
。
一
方
、
西
踏
道
の
東
西
の
長
さ
が
9.8
メ
ー
ト
ル
で
、
南
北
の
幅
は
7.1

－

8.3
メ
ー
ト
ル
で
あ
る

（
102
）。

未
央
宮
第
二
号
遺
跡
の
正
殿
は
椒
房
殿
と
判
明
さ
れ

た
。『
漢
書
』「
霍
光
金
日
磾
傳
」
に
「
椒
房
中
宮
の
重
あ
り
（
有
椒
房
中
宮
之
重
）」

（
103
）

と
書
か
れ
る
た
め
、
椒
房
殿
は
皇
后
の
正
殿
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
椒
房
殿

の
東
西
に
あ
る
踏
道
が
「
側
階
」
で
あ
る
と
楊
鴻
勛
は
指
摘
し
た

（
104
）（

図
２
）。
椒

房
殿
に
「
側
階
」
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
皇
帝
の
前
殿
の
構
造
は
皇
后
の
主
殿
よ
り

更
に
完
備
さ
れ
た
た
め
、
皇
帝
の
前
殿
の
東
西
に
も
側
陛
が
あ
る
こ
と
は
推
定
で
き

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
天
子
階
」
の
繋
が
る
空
間
は
南
に
あ
る
廷
だ
け
で
な
く
、
東
・

西
庭

（
105
）

と
も
関
連
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、「
陛
」
で
繋
が
る
の
は
一
面
の
空
間
で

は
な
く
、殿
と
そ
の
ま
わ
り
に
あ
る
「
周
旋
」
的
な
空
間
と
連
結
し
て
い
た
（
図
11
）。

九
　
結
論

　

先
秦
時
代
に
お
け
る
「
陛
」
は
天
子
専
用
の
構
造
で
は
な
か
っ
た
が
、
秦
漢
時
代

に
入
り
、「
陛
」は
皇
帝
空
間
に
設
け
ら
れ
る「
天
子
階
」に
な
っ
た
。
そ
れ
と
共
に
、

「
陛
」
は
君
主
の
空
間
施
設
か
ら
皇
帝
の
空
間
施
設
へ
の
発
展
に
従
い
、
更
に
複
雑

に
な
り
、
多
様
化
し
て
き
た
。

　

宮
城
に
あ
る
正
殿
の
殿
陛
か
ら
い
う
と
、「
陛
」
は
先
秦
の
正
階
の
東
西
「
両
階
」

の
構
造
を
継
承
し
、「
墄
」・「
平
」
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
朝
廷
空
間
の
中

心
建
物
と
す
る
前
殿
に
お
い
て
、「
重
軒
三
階
」
の
殿
陛
構
造
を
設
け
、
二
十
七
級

の
「
天
子
階
」
を
構
築
し
た
。「
軒
」
に
あ
る
「
堂
塗
」
と
「
廷
」
に
あ
る
「
堂
塗
」

は
「
陛
」・「
廷
」
空
間
を
結
び
つ
け
た
。
し
か
も
、
正
面
に
あ
る
両
陛
と
側
面
に
あ

る
「
陛
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
あ
る
「
周
旋
」
的
な
核
心
空
間
を
築
い
た
。

　

総
じ
て
い
え
ば
、
こ
の
両
陛
・
三
階
・
二
十
七
級
・
東
西
塗
を
持
ち
、「
周
旋
」

的
な
空
間
を
築
い
た
階
段
は
秦
漢
帝
国
の
「
天
子
階
」（
陛
）
で
あ
る
。
秦
漢
帝
国

の
「
天
子
階
」
は
後
世
の
朝
廷
に
お
け
る
「
陛
」
に
影
響
を
与
え
た
原
点
と
な
っ
た

と
い
え
る
。

　

こ
の
「
天
子
階
」
は
「
殿
」
と
「
廷
」
の
媒
介
と
し
、
両
者
を
連
結
す
る
施
設
で

あ
る
。「
天
子
階
」
に
よ
っ
て
、
殿
を
中
心
と
す
る
朝
廷
空
間
の
上
下
関
係
は
表
現

さ
れ
、皇
帝
の
身
分
も
強
調
さ
れ
、官
吏
の
等
級
も
反
映
さ
れ

（
106
）、秦

漢
時
代
の
「
階

級
」
意
識
も
表
明
さ
れ
た
。

　
「
壮
麗
に
非
ざ
れ
ば
以
て
威
を
重
く
す
る
な
し（
非
壯
麗
無
以
重
威
）」（『
史
記
』「
高

祖
本
紀
」）
と
蕭
何
の
言
っ
た
よ
う
に
、
帝
国
の
宮
城
の
構
築
は
皇
帝
の
「
威
」
を

表
現
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
皇
権
」
を
強
調
す
る
の
は
宮
城
建
設
の
目
的

の
一
つ
で
あ
る
。
皇
帝
の
御
座
は
陛
の
上
に
位
置
す
る
た
め
、「
陛
」は
皇
帝
の「
威
」

を
表
現
す
る
施
設
で
あ
る
。

　
「
天
子
階
」
の
正
陛
は
「
左
墄
右
平
」
と
い
う
「
王
者
宮
」（『
七
略
』）
の
特
有
の

階
段
特
徴
を
通
し
て
、
皇
帝
の
身
分
を
表
明
す
る
。
高
い
地
勢
を
利
用
し
て
築
い
た

「
重
軒
三
階
」
の
「
陛
」
の
上
下
構
造
は
皇
帝
の
高
い
地
位
を
体
現
す
る
。

　

且
つ
ま
た
、
本
稿
の
第
一
節
で
言
及
し
た
通
り
、
官
吏
は
「
陛
」
の
よ
う
に
連
結

の
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
官
吏
は
皇
帝
と
平
民
を
結
び
つ
け
る
存

在
で
あ
る
。
皇
帝
は
官
吏
を
管
理
す
る
こ
と
を
通
し
て
帝
国
に
対
す
る
統
治
を
実
現

す
る
。
そ
の
う
え
、「
三
公
…
…
九
卿
（
を
設
け
）
…
…
一
卿
ご
と
に
大
夫
三
人
を

置も
う

け
、
一
大
夫
に
元
士
三
人
を
置も

う

け
る
。
凡
そ
二
十
七
大
夫
、
八
十
一
元
士
、
分
け

て
中
都
の
官
の
諸
職
に
主つ

か
える

」（『
漢
書
』「
王
莽
傳
」）
と
い
う
官
吏
設
置
の
記
録
に

よ
り
、秦
漢
時
代
の
官
吏
の
等
級
は
明
白
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
秦
漢
帝
国
の「
等

級
分
明
」（『
新
書
』「
階
級
」）
の
官
吏
制
度
は
「
陛
」
の
「
階
級
」
で
表
現
さ
れ
る
。

更
に
、
そ
れ
は
「
二
十
七
級
」
で
築
か
れ
た
「
階
」
と
い
う
空
間
施
設
に
よ
っ
て
可

視
的
に
反
映
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
東
西
「
堂
塗
」
は
朝
廷
に
お
け
る
中
心
軸
空
間
を
構
築
す
る
。「
陛
」
の

219－16－（　　）
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全
体
か
ら
み
る
と
、「
天
子
階
」
を
通
し
て
築
い
た
の
は
万
人
の
入
ら
れ
る
「
周
旋
」

的
な
空
間
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
秦
漢
時
代
に
お
け
る
「
天
子
階
」（
陛
）
は
空
間
と
い
う
可
視
的

な
次
元
に
お
い
て
、
中
国
の
皇
帝
制
度
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

～
紀
元
前
三
二
〇
年
の
間
と
判
断
し
た
。（
秦
彦
士
『
古
代
防
御
軍
事
与
墨
家
平
和
主

義
─
「
墨
子
・
備
城
門
」
総
合
研
究
─
』
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
に
よ
る
。）
秦

彦
士
は
「
備
城
門
」
の
内
容
と
先
秦
時
代
の
軍
事
状
況
を
対
比
し
て
分
析
し
た
。
単
な

る
史
料
の
み
を
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
当
時
の
実
際
的
な
状
況
も
詳
し
く
調
べ
た
た

め
、
秦
彦
士
の
考
証
結
果
の
信
憑
性
が
高
い
。
故
に
、
本
稿
に
お
い
て
、『
墨
子
』「
備

城
門
」
に
あ
る
「
陛
」
の
記
録
を
先
秦
時
代
の
「
陛
」
の
特
徴
を
表
す
史
料
と
し
て
引

用
し
た
の
で
あ
る
。

（
15
） 

こ
の
二
条
の
『
墨
子
』「
備
城
門
」
の
記
録
は
『
墨
子
校
注
』
巻
十
四
・
備
城
門
第
五

十
二
（
中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
）
七
七
八
頁
に
よ
る
。

（
16
） 

前
掲
書
『
墨
子
校
注
』
巻
十
四
・
備
穴
第
六
十
二
、
八
五
九
頁
に
よ
る
。

（
17
） 『
楚
辞
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）
二
三
五
頁
。

（
18
） （
諸
子
集
成
）『
慎
子
』（
世
界
書
局
、
一
九
三
五
年
）
一
三
頁
。

（
19
） 『
戦
国
策
』
巻
三
十
一
・
燕
三
「
燕
太
子
丹
質
於
秦
亡
歸
」（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九

八
五
年
第
二
版
、）
一
一
三
八
頁
。

（
20
） 『
戦
国
策
』「
濮
陽
人
呂
不
韋
賈
於
邯
鄲
」
に
は
「
異
人
至
、
不
韋
使
楚
服
而
見
。
王
后

悅
其
狀
、
高
其
知
、
曰
『
吾
楚
人
也
。』
而
自
子
之
、
乃
變
其
名
曰
楚
。
王
使
子
誦
、

子
曰
『
少
棄
捐
在
外
、嘗
無
師
傅
所
教
學
、不
習
於
誦
。』
王
罷
之
、乃
留
止
。
間
曰
『
陛

下
嘗
軔
車
於
趙
矣
、
趙
之
豪
桀
、
得
知
名
者
不
少
。
今
大
王
反
國
、
皆
西
面
而
望
。
大

王
無
一
介
之
使
以
存
之
、
臣
恐
其
皆
有
怨
心
、
使
邊
境
早
閉
晚
開
。』
王
以
為
然
、
奇

其
計
。
王
后
勸
立
之
。
王
乃
召
相
、
令
之
曰
『
寡
人
子
莫
若
楚
。』
立
以
為
太
子
。」
と

あ
る
。（
前
掲
書
『
戦
国
策
』
巻
七
・
秦
五
「
濮
陽
人
呂
不
韋
賈
於
邯
鄲
」、
二
七
九
～

二
八
〇
頁
に
よ
る
。）

（
21
） 

拙
稿
「
先
秦
・
秦
漢
『
陛
下
』
攷
」（『
山
口
大
学
文
學
會
志
』
第
六
八
巻
、
二
〇
一
八

年
三
月
）
を
参
照
。

（
22
） 『
藝
文
類
聚
』
巻
六
十
二
・
居
處
部
二
・
殿
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
六
五
年
）
一

一
二
二
頁
。

（
23
） 「
陛
」
は
二
種
類
の
皇
帝
空
間
に
設
け
ら
れ
た
。
一
つ
は
本
稿
で
検
討
し
て
い
る
殿
陛

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
壇
陛
で
あ
る
。
こ
こ
で
皇
帝
が
天
を
祭
る
圓
壇
と
地
を
祀
る
方

壇
に
お
い
て
、「
陛
」
と
い
う
「
天
子
階
」
が
設
け
ら
れ
た
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

 

『
後
漢
書
』「
祭
祀
志
」
に
は
「
圓
壇
八
陛
を
為
し
、
中
、
又
重
壇
を
為
す
（
為
圓
壇
八

陛
、
中
又
為
重
壇
）」
と
あ
り
、
ま
た
「
北
郊
、
雒
陽
城
の
北
四
里
に
在
り
て
方
壇
四

陛
を
為
す
（
北
郊
在
雒
陽
城
北
四
里
、
為
方
壇
四
陛
）」
と
あ
る
。

（
24
） 

前
掲
・
拙
稿
「
先
秦
・
秦
漢
『
陛
下
』
攷
」
に
お
い
て
は
、先
秦
時
代
・
秦
漢
時
代
の
「
陛

註（
１
） 『
新
書
校
注
』
巻
二
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
）
七
九
頁
。

（
２
） 

前
漢
の
賈
誼『
新
書
』「
階
級
」に
は「
天
子
如
堂
、群
臣
如
陛
、衆
庶
如
地
。
故
堂
之
上
、

廉
遠
地
則
堂
高
、
近
地
則
堂
卑
。
高
者
難
攀
、
卑
者
易
陵
、
理
勢
然
也
。
故
古
者
聖
王

制
為
列
等
、
内
有
公
卿
大
夫
士
、
外
有
公
侯
伯
子
男
、
然
後
有
官
師
小
吏
、
施
及
庶
人
、

等
級
分
明
、
而
天
子
加
焉
、
故
其
尊
不
可
及
也
」
と
あ
る
。

（
３
） 『
独
断
』
巻
上
（
明　

新
安
程
榮
校
版
）
一
頁
。

（
４
） 

前
掲
書
『
独
断
』
巻
上
、
二
～
三
頁
に
よ
る
。

（
５
） 

岡
野
誠
「
唐
代
の
平
闕
式
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
下
）
─
敦
煌
写
本
『
唐
天
宝
職
官
表
』

の
検
討
を
通
し
て
─
」（『
法
律
論
叢
』
第
八
九
巻
、
第
一
号
、
二
〇
一
六
年
七
月
）
八

（
三
六
九
）
頁
に
よ
る
。

（
６
） 『
説
文
解
字
』
巻
十
四
下
・
𨸏
部
（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
四
八
一
頁
。

（
７
） 

前
掲
書
『
説
文
解
字
』
巻
十
四
下
・
𨸏
部
、
四
八
一
頁
に
よ
る
。

（
８
） 

前
掲
書
『
独
断
』
巻
上
、
二
頁
に
よ
る
。

（
９
） 

渡
辺
信
一
郎
『
天
空
の
玉
座
─
中
国
古
代
帝
国
の
朝
政
と
儀
礼
』（
柏
書
房
、
一
九
九

六
年
）
を
参
照
。

（
10
） 

陳
蘇
鎮「
秦
漢
殿
式
建
築
的
布
局
」（『
中
国
史
研
究
』、二
〇
一
六
年
、第
三
期
）を
参
照
。

（
11
） 

劉
敦
楨
「
漢
長
安
城
及
未
央
宮
」（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
漢
長
安
城
工
作
隊
・

西
安
市
漢
長
安
城
遺
址
保
管
所
編
『
漢
長
安
城
遺
址
研
究
』、
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇

六
年
）
を
参
照
。

（
12
） 

楊
鴻
勛
『
宮
殿
考
古
通
論
』（
紫
禁
城
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。

（
13
） 

李
毓
芳
「
漢
長
安
城
未
央
宮
的
考
古
発
掘
与
研
究
」（『
文
博
』、一
九
九
五
年
、第
三
期
）

を
参
照
。

（
14
） 『
墨
子
』「
備
城
門
」
諸
篇
の
成
書
年
代
に
つ
い
て
は
、
秦
彦
士
は
李
学
勤
ら
の
学
者
の

主
張
に
基
づ
き
、「
備
城
門
」
諸
篇
の
内
容
を
考
証
し
た
う
え
に
、
紀
元
前
三
八
五
年
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下
」
の
記
録
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
秦
漢
時
代
の
「
臨
朝
」
皇
太
后
は
皇
帝
以

外
に
「
陛
下
」
と
称
さ
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
原
因
は
、
皇
太
后
が
皇

帝
の
政
務
代
理
人
に
な
り
、
皇
帝
と
同
様
の
朝
政
地
位
を
持
っ
て
い
た
た
め
、「
陛
下
」

と
称
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
25
） 

前
掲
註
（
5
）
に
同
じ
。

（
26
） 『
史
記
』
巻
六
・
秦
始
皇
本
紀
第
六
（
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
）
二
五
六
頁
。

（
27
） 

前
掲
書
『
史
記
』
巻
八
・
高
祖
本
紀
第
八
、
三
八
六
頁
に
よ
る
。 

（
28
） 

劉
敦
楨
主
編『
中
国
古
代
建
築
史
』（
中
国
建
築
工
業
出
版
社
、一
九
八
四
年
）四
十
八
頁
。

（
29
） 

前
殿
の
正
階
は
皇
帝
に
拝
謁
す
る
と
き
、
主
要
な
空
間
施
設
で
あ
り
、「
陛
」
の
最
も

重
要
な
部
分
と
言
え
る
。

（
30
） 『
大
戴
禮
記
解
詁
』
巻
十
二
・
朝
事
第
七
十
七
（
中
華
書
局
、一
九
八
三
年
）
二
三
〇
頁
。 

（
31
） （
諸
子
集
成
）『
申
鑒
』
時
事
第
二
（
世
界
書
局
、
一
九
三
五
年
）
一
三
頁
。

（
32
） 『
儀
礼
注
疏
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
五
二
〇
～
五
二
一
頁
。

（
33
） 『
尚
書
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）
二
八
八
頁
。
戺
に
つ
い
て
、
程
瑤
田
『
釋
宮
小

記
』
に
「
戺
、
謂
階
之
兩
旁
自
堂
至
庭
地
斜
安
一
石
、
揜
階
歯
而
輔
之
、
如
今
楼
梯
必

有
兩
髀
以
安
歩
級
、
俗
謂
之
楼
梯
腿
也
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
戺
は
階
段
の
両
側
に

設
置
さ
れ
た
石
で
あ
る
。
ま
た
、
兪
樾
『
群
経
平
議
』
は
「
从
之
、
其
説
是
也
」
と
い

う
よ
う
に
程
瑤
田
の
説
明
に
賛
成
す
る
の
で
あ
る
。

（
34
） 「
路
寝
者
何
？
正
寝
也
。」（『
公
羊
傳
』）「
路
寝
、
正
寝
也
。」（『
穀
梁
傳
』）
晋
の
杜
預

は
「
公
之
正
居
也
」
と
注
を
つ
け
た
。

（
35
） 『
禮
記
』「
玉
藻
」
に
「
朝
、
辨
色
始
入
。
君
日
出
而
視
之
、
退
適
路
寢
聽
政
、
使
人
視

大
夫
、
大
夫
退
、
然
後
適
小
寢
釋
服
」
と
あ
る
。

（
36
） 『
通
典
』（
校
點
本
）
礼
十
九
（
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
）。 

（
37
） 

前
掲
書
『
史
記
』
巻
四
十
七
・
孔
子
世
家
第
十
七
、
一
九
四
四
頁
に
よ
る
。

（
38
） 

阼
、
主
階
也
。（『
説
文
解
字
』）

（
39
） 

前
掲
書
『
説
文
解
字
』
巻
四
下
・
歺
部
、
一
二
七
頁
に
よ
る
。

（
40
） 『
禮
記
注
疏
』
巻
二
十
・
文
王
世
子
第
八
（
藝
文
印
書
館
影
印
本
）。 

（
41
） 『
呂
氏
春
秋
』
孟
冬
紀
第
十
に
よ
る
。

（
42
） 『
漢
書
』
巻
九
十
九
上
・
王
莽
傳
第
六
十
九
上
（
中
華
書
局
、
一
九
六
四
年
）
四
〇
八

〇
頁
に
よ
る
。

（
43
） 

前
掲
書
『
漢
書
』
巻
九
十
九
下
・
王
莽
傳
第
六
十
九
下
、
四
一
八
〇
頁
に
よ
る
。

（
44
） 

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
漢
長
安
城
未
央
宮
─
─
１
９
８
０
─
１
９
８
９
年

考
古
発
掘
報
告
』（
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
一
七
頁
に
よ
る
。

（
45
） 

劉
慶
柱
・
李
毓
芳
共
著『
漢
長
安
城
』（
文
物
出
版
社
、二
〇
〇
三
年
）一
一
六
頁
に
よ
る
。

（
46
） 『
宋
刊
明
州
本
六
臣
注
文
選
』
巻
一
（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
二
五
頁
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
47
） 

納
陛
は
君
主
が
臣
下
に
賜
る
九
錫
の
礼
の
一
つ
。
九
錫
と
は
「
一
曰
車
馬
、二
曰
衣
服
、

三
曰
楽
器
、
四
曰
朱
戸
、
五
曰
納
陛
、
六
曰
虎
賁
、
七
曰
斧
鉞
、
八
曰
弓
矢
、
九
曰
秬

鬯
」（
後
漢
の
応
劭
の
説
明
）
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
48
） 

前
掲
書
『
藝
文
類
聚
』
巻
六
十
二
・
居
處
部
二
・
殿
、
一
一
二
二
頁
に
よ
る
。

（
49
）『
後
漢
書
』巻
四
十
上
・
班
彪
列
傳
第
三
十
上（
中
華
書
局
、一
九
六
五
年
）一
三
四
〇
頁
。

（
50
） 

前
掲
書
『
宋
刊
明
州
本
六
臣
注
文
選
』
二
五
頁
に
よ
る
。

（
51
） 『
太
平
御
覽
』
巻
二
十
九
・
時
序
部
十
四
（
中
華
書
局
影
印
本
、一
九
六
〇
年
）
に
よ
る
。

（
52
） 

崇
徳
殿
は
漢
の
洛
陽
の
南
宮
に
あ
っ
た
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
っ
た
が
、
洛
陽
の
北
宮

に
あ
っ
た
説
も
あ
る
（
佐
川
英
治
「
曹
魏
太
極
殿
の
所
在
に
つ
い
て
」、
下
定
雅
弘
編
、

佐
川
英
治
・
橘
英
範
共
著
『
六
朝
・
唐
代
の
知
識
人
と
洛
陽
文
化
』、
岡
山
大
学
文
学

部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
報
告
書
一
五
、
岡
山
大
学
文
学
部
、 

二
〇
一
〇
年
）。
本
稿
で

は
崇
徳
殿
の
所
在
に
つ
い
て
検
討
し
な
く
、
正
殿
と
す
る
崇
徳
殿
の
「
陛
」
を
検
討
の

対
象
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
53
） 『
三
國
志
』
巻
二
・
魏
書
（
中
華
書
局
、
一
九
六
四
年
）
二
七
六
頁
。

（
54
） 『
水
経
注
校
證
』
巻
十
六
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
る
。 

（
55
） 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
一
九
九
頁
、
二
〇
三
頁
に
よ
る
。

（
56
） 

魏
の
太
極
殿
は
漢
の
洛
陽
の
崇
徳
殿
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
、
魏
の
太

極
殿
は
西
晋
に
な
り
、
正
殿
と
さ
れ
た
た
め
、
西
晋
の
太
極
殿
の
構
造
は
崇
徳
殿
に
影

響
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
一
つ
の
論
拠
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
57
） 『
西
京
雜
記
』
巻
一
（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
頁
。

（
58
） 

前
掲
書
『
水
経
注
校
證
』
巻
十
九
に
よ
る
。

（
59
）『
漢
官
六
種
』
に
「
陛
高
二
丈
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
60
） 

前
掲
書
『
通
典
』
礼
十
三
に
収
録
さ
れ
る
。

（
61
） 

前
掲
「
漢
長
安
城
及
未
央
宮
」（『
漢
長
安
城
遺
址
研
究
』
二
五
六
頁
）
に
よ
る
。

（
62
） 
劉
敦
楨
に
よ
れ
ば
、「
陛
」
の
基
壇
は
石
や
土
で
築
き
上
げ
た
が
、
そ
の
上
の
建
築
は

木
造
で
あ
る
。

（
63
） 
前
掲
書
『
漢
長
安
城
』
六
七
頁
を
参
照
。

（
64
） 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
五
十
二
・
崔
駰
列
傳
第
四
十
二
、
一
七
三
一
頁
に
よ
る
。

（
65
） 

こ
の
三
条
は
『
太
平
御
覽
』
時
序
部
十
四
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
66
）（
清
）
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
に
よ
る
。
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（
67
） 

南
の
殿
跡
は
東
西
75
メ
ー
ト
ル
南
北
50
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
中
の
殿
跡
は
東
西
130
メ
ー

ト
ル
南
北
70
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
北
の
殿
跡
は
東
西
120
メ
ー
ト
ル
南
北
50
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。（
李
毓
芳
「
漢
長
安
城
未
央
宮
的
考
古
発
掘
与
研
究
」
を
参
照
。）

（
68
） 
前
掲
「
漢
長
安
城
未
央
宮
的
考
古
発
掘
与
研
究
」（『
文
博
』）
を
参
照
。

（
69
） 

孔
凡
敏
・
丁
輝
共
著
「
曲
阜
魯
国
故
城
霊
光
殿
北
陛
石
」（『
中
国
書
法
・
書
学
』、
二

〇
一
七
年
、
第
三
期
）。

（
70
） 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
四
十
二
・
光
武
十
王
列
傳
第
三
十
二
、
一
四
二
三
頁
に
よ
る
。 

（
71
） 

前
掲
書
『
新
書
校
注
』
巻
一
、
四
六
頁
に
よ
る
。

（
72
） 

前
掲
註
（
69
）
に
同
じ
。

（
73
） 

長
楽
宮
の
「
上
殿
空
心
踏
歩
磚
」
は
孤
証
で
は
な
い
。
一
九
八
一
～
一
九
八
三
年
に
発

掘
さ
れ
た
未
央
宮
の
椒
房
殿
の
遺
跡
で
も
「
上
殿
空
心
踏
歩
磚
」
は
出
土
し
た
。（
中

国
国
家
博
物
館
編
『
文
物
中
国
史
４
・
秦
漢
時
代
』
山
西
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、

四
五
頁
に
よ
る
。）

（
74
） 

王
暁
梅
「
漢
長
安
城
所
見
西
漢
宮
殿
建
築
室
内
装
修
手
法
浅
析
」（
中
国
社
会
科
学
院

考
古
研
究
所
漢
長
安
城
工
作
隊
・
西
安
市
漢
長
安
城
遺
址
保
管
所
編
『
漢
長
安
城
遺
址

研
究
』、
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
る
。

（
75
） 

秦
都
咸
陽
考
古
工
作
站
「
秦
都
咸
陽
第
一
号
宮
殿
建
築
遺
址
簡
報
」（『
文
物
』、
一
九

七
六
年
第
一
一
期
）
に
よ
る
。

（
76
） 

前
掲
書
『
漢
長
安
城
』
六
七
頁
に
よ
る
。

（
77
） 

秦
代
の
前
殿
は
三
殿
構
造
で
あ
る
か
ど
う
か
、
未
だ
不
明
で
あ
る
。

（
78
） 

前
掲
「
漢
長
安
城
未
央
宮
的
考
古
発
掘
与
研
究
」（『
文
博
』）
を
参
照
。

（
79
） （
前
漢
）
焦
延
壽
『
焦
氏
易
林
』「
坤
之
」
に
「
皇
陛
九
重
、
絶
不
可
登
。
未
見
王
公
、

謂
天
蓋
高
」
と
あ
る
。

（
80
） 

前
掲
書
『
漢
長
安
城
』
六
六
頁
に
よ
る
。

（
81
）『
漢
書
』「
王
莽
傳
下
」
に
「
三
日
庚
戌
、
晨
旦
明
、
群
臣
扶
掖
莽
、
自
前
殿
南
下
椒
除
、

西
出
白
虎
門
、
和
新
公
王
揖
奉
車
待
門
外
、
莽
就
車
」
と
あ
る
。

（
82
）『
営
造
法
式
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
三
年
）
に
よ
る
。

（
83
） 

前
掲
書
『
漢
書
』
巻
六
十
五
・
東
方
朔
傳
第
三
十
五
、
二
八
五
六
頁
に
よ
る
。

（
84
） 

前
掲
書
『
太
平
御
覽
』
兵
部
三
十
八
に
よ
る
。

（
85
） 

陳
蘇
鎮
「
未
央
宮
四
殿
考
」（『
歴
史
研
究
』、
二
〇
一
六
年
、
第
五
期
）
を
参
照
。

（
86
） 

前
掲
書
『
漢
書
』
巻
五
十
四
・
李
廣
蘇
建
傳
第
二
十
四
、
二
四
六
四
頁
に
よ
る
。

（
87
）『
説
文
通
訓
定
声
』（
上
海
掃
葉
山
房
書
局
、
一
九
二
八
年
）
に
よ
る
。

（
88
）『
周
禮
』「
考
工
記
」
に
「
堂
涂
十
有
二
分
」
と
あ
る
。

（
89
）『
爾
雅
』「
釋
宮
」
に
は
「
堂
途
、
陳
と
い
う
（
堂
途
、
謂
之
陳
）」
と
あ
り
、『
釋
名
』

「
釋
宮
室
」
に
は
「
陳
、堂
塗
な
り
、賓
主
相
い
迎
え
て
陳
列
す
る
処
を
言
う
な
り
（
陳
、

堂
塗
也
、
言
賓
主
相
迎
陳
列
之
處
也
）」
と
あ
る
。

（
90
） 

こ
の
二
条
は
『
周
禮
注
疏
』
巻
四
十
二
（
北
京
大
学
出
版
社
、二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
る
。

（
91
）『
朱
子
語
類
』
礼
七
・
祭
に
よ
る
。

（
92
）『
毛
詩
正
義
』
国
風
・
巻
七
之
一
（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
四
五
一
頁
。

（
93
） 

前
掲
書
『
漢
長
安
城
』
一
一
六
頁
に
よ
る
。

（
94
） 

漢
の
洛
陽
の
北
宮
の
大
朝
の
と
こ
ろ
。

（
95
） 

前
掲
註
（
59
）
に
同
じ
。

（
96
） 

前
掲
註
（
60
）
に
同
じ
。

（
97
） 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
志
第
五
・
儀
礼
中
、
三
一
二
六
頁
に
よ
る
。

（
98
） 

曹
旅
寧
「
張
家
山
336
号
漢
墓
『
朝
律
』
的
幾
個
問
題
」（『
華
東
政
法
大
学
学
報
』、
二

〇
〇
八
年
、
第
四
期
）
に
よ
る
。

（
99
） 

前
掲
註
（
69
）
に
同
じ
。

（
100
） 

前
掲
書
『
漢
書
』
巻
十
四
・
諸
侯
王
表
第
二
、
三
九
四
頁
に
よ
る
。

（
101
） 

前
掲
書
『
太
平
御
覽
』
時
序
部
十
四
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
102
） 

前
掲
書
『
漢
長
安
城
未
央
宮
─
─
１
９
８
０
─
１
９
８
９
年
考
古
発
掘
報
告
』
を
参
照
。

（
103
） 

前
掲
書
『
漢
書
』
巻
六
十
八
・
霍
光
金
日
磾
傳
第
三
十
八
、
二
九
三
四
頁
に
よ
る
。

（
104
） 

前
掲
書
『
宮
殿
考
古
通
論
』
二
四
〇
頁
を
参
照
。

（
105
） 『
蔡
中
郎
集
』
に
は
「
温
德
殿
東
庭
中
」
と
あ
る
。

（
106
） 『
漢
書
』「
王
莽
傳
」
に
は
「
始
建
國
元
年
正
月
朔
…
…
去
漢
號
焉
…
…
置
大
司
馬
司
允
、

大
司
徒
司
直
、
大
司
空
司
若
、
位
皆
孤
卿
。
更
名
大
司
農
曰
羲
和
、
後
更
為
納
言
、
大

理
曰
作
士
、
太
常
曰
秩
宗
、
大
鴻
臚
曰
典
樂
、
少
府
曰
共
工
、
水
衡
都
尉
曰
予
虞
、
與

三
公
司
卿
凡
九
卿
、
分
屬
三
公
。
每
一
卿
置
大
夫
三
人
、
一
大
夫
置
元
士
三
人
、
凡
二

十
七
大
夫
、
八
十
一
元
士
、
分
主
中
都
官
諸
職
」
と
あ
る
。

特
別
感
謝
： 

図
９
・
図
10
・
図
11
は
原
田
輝
代
雄
氏
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
こ
こ
に
山
口
市

在
住
の
篆
刻
家
で
あ
る
原
田
輝
代
雄
氏
に
謹
ん
で
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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